


今後の道路行政についての意見・提案 様式 ①
　①　道路行政全般について改善すべき点、要望や提案など 長野県

◆地方道路整備の財源充実について
１）

◆直轄国道の権限移譲について
１）
２）

３）

◆直轄事業の地方負担金について
１）

◆地方の実状を踏まえた施策の重点化について
１）

２）

◆交付金事業について
１）

２）
３）

◆地方有料道路について
１）

２）

ガソリン高騰による交通量の減少は地方有料道路でも顕著であり、高速道路と同様に、有料道路の利用拡大、利用者の負担軽減のための料金割引施策を地方
有料道路へも適用されたい。
地方有料道路の多くは赤字であり、地方道路公社は厳しい経営を余儀なくされているのが実状である。公社経営の健全化のための長期借入金利子補給など支
援施策を検討されたい。

長野県の道路整備等の財源内訳のなかで、「道路特定財源」は５割程度に止まっており、国のように「オーバーフロー」している状況にないのが現状である。道路
財源の「一般財源化」に当たっては、極めて厳しい地方財政の状況を踏まえ、地方税分及び譲与税分はもちろん、「交付金」「補助金」として地方に配分されている
財源についても、これまで以上の額を「地方枠」として確保されるとともに、道路整備が遅れている地域に対して、より重点的に配分するよう検討されたい。

地方道路整備臨時交付金は、Ｈ２０から新たなパッケージ、アウトカム目標を設定し進めているところである。現在の制度からは一般国道事業についても要素事
業として含めることが可能となり使いやすさはあるが、その財源枠は揮発油税収入額の１／４が充当されているままであり変わっていない。国道事業を要素事業
に含めた分、実質的に地方道事業の予算枠が減ることになってしまう。地方道事業における通常事業の採択が非常に厳しい状況にある中、さらに地方道整備に
必要な予算確保は厳しくなる一方である。ついては、交付金事業の財源枠を増やし、国道、地方道事業全てを地方の裁量により整備できるような権限委譲を検討
されたい。
交付金事業においても、工事が複数年にわたる大型工事の発注に伴う債務設定ができるよう制度改正をされたい。
交付金事業には補正がないため、補正の対象とされたい。

道路整備が遅れている地域にとっては引き続き事業実施の必要性が高いことにも配慮する必要があるが、直轄事業の地方負担金については原則として廃止を
検討されたい。特に維持関連事業は本来道路管理者が負担すべきとの考えから、直ちの廃止を検討されたい。（長野県施行の維持関連事業についての市町村
負担は基本的に求めていない。）

これまで蓄積されてきた社会資本ストックの老朽化が急速に進み、維持管理、更新需要の増大は必至の状況であり、維持修繕を対象とした補助事業の拡大を図
られたい。
大都市と地方では、それぞれ抱える課題が異なることから、国の重点施策の策定に当たっては、県内各地域を結ぶ連携軸の確立、災害発生時のリダンダンシー
確保、救急医療施設への搬送時間の短縮など、交通量や費用対効果だけに依らない地方の実情や特性を踏まえた地方重視の施策を創設されたい。

国の骨格を構成する幹線道路網については、国が主体的に関わられたい。
道路の権限移譲に伴い必要となる個別の道路の整備費・維持管理費に対して、将来とも確実に財源措置がなされるものとすること。また移譲に係る権限・事業を
執行する上で必要となる人員・資機材の確保に向け調整・協議をお願いしたい。
バイパスが未整備の道路等については、国において一定の整備を進めてから移譲することも含め、個別の道路の状況に応じた移譲時期を検討すること。

様式①



今後の道路行政についての意見・提案 様式 ②
　②－１　地域の現状と抱える課題 長野県

◆ 現状 ◆ 課題 （関連する道路施策）

●
・ ・ 医療・福祉・教育などの分野の対応の遅れ ○ 安全な生活環境の確保
・ ・ 産業離れによる地域活力の低下と地域格差 ○ 産業支援
・ ・ ○ 観光振興

○ 交流・連携の強化
・

●
・ ・ 企業活動における市場変化など迅速な対応 ○ 産業支援
・ ・ 地域の個性を生かした誘客や広域観光の展開 ○ 観光振興
・ ・ ○ 交流・連携の強化
・

●
・ ・ ○ 安全な生活環境の確保
・ ○ 機能的でうるおいのある都市環境
・ ・ 食の安全確保 ○ 信頼できる県土の確保
・ ・ ○ 環境との共生

・ 悪質・多様化する犯罪の防止
・

・ 豊かな森林や水環境の保全・再生

●
・ ・ 社会貢献・社会参加への環境づくり ○ 地域を支え守る人々の活躍
・ ・ ○ 信州文化の醸成

・
・
・

情報通信技術の飛躍的な発達による社会生活・
経済生活の変化

過疎地や中山間地域を支える交通基盤整備の
遅れ

深刻化する医師不足の解消など医療体制や福
祉の充実

治安の維持など安全で安心して暮らせる環境
の創出

競争力を高める情報インフラの遅れによる情報
格差

全国より先行する人口の減少と高齢者の割合の
増加

顕在化する地球温暖化

国際競争、産地間競争の激化

人間関係の希薄化

豪雨や豪雪による大きな災害に備えるための
減災対策

地域社会における支え合い意識の低下

個人の価値観やライフスタイルの多様化
文化芸術活動、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、地域づくりの実践に
よる文化の継承・保護

悪質な犯罪の多発

安全・安心や環境に対する意識の高まり
自然災害の頻発

食品の安全問題

経済成長力や地域活力の低下

押し寄せるグローバル化の波

特に顕著な中山間地域や農山村での「限界集落」
化の懸念

グローバル化の進展　　●情報通信技術の発展

国内外の経済・社会情勢や市場変化

大都市圏と地方との地域間格差
少子高齢化・人口減少の加速

価値観の多様化と子供を育む力の低下

家庭や地域社会における子どもを育む力の低下

生涯を通じた生活の充実を希求する県民意識の
高まり

様式②　（1）



今後の道路行政についての意見・提案 様式 ②
　②－１　地域の現状と抱える課題 長野県

◆ 現状 ◆ 課題 （関連する道路施策）

●
・ ・ ○ 地域を支え守る人々の活躍
・

●
・ ・ 合併に対応した生活圏内の一体化 ○ 交流・連携の強化
・ ・ 行財政基盤の強化や自立した地域経営の確立 ○ 産業支援
・ ・ 地域の活力を支える市街地交通 ○ 観光振興
・ ○ 機能的でうるおいのある都市環境

●
・ ・ 行財政改革の計画的かつ着実な推進 ○ 未来を見据えた維持管理
・ ・ 継続的な社会基盤の維持管理

・

・

ＮＰＯ，地域住民などとのパートナーシップの構
築

地方交付税等、国から交付される財源に依存する
地方財政の構造

急速な高齢化の進行に伴う社会保障関係費の増
加

国と地方の役割分担、国の関係のあり方の見直し

長引く景気低迷による税収の落ち込み
厳しい財政状況

多様な主体による公共の分野での活躍
地域住民自らが自主的・主体的に取り組む地域づ
くり活動の拡大

国から地方への権限や税財政の移譲

義務費の割合が高い硬直的な財政構造の長期化

地方分権の進展

地方分権改革の議論が加速

市町村合併

公共の担い手の多様化と役割の増大

様式②　（2）
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■ 少子高齢化・人口減少の加速

長野県は全国に先行して人口が減少
全国的には平成１７年度までは人口増であったが
長野県では先行して人口の減少がスタート
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図：人口の推移 国勢調査（総務省統計局）
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年少人口割合（０～１４歳）

高齢者割合の増加
人口が減り続ける中で、平成３７年には３人にひとり
（３２．８％）が高齢者（６５歳以上）になる見込み

図：人口・世帯数の見通し 国勢調査（総務省統計局）、中期総合計画（長野県）

平成３７年には
３人にひとりが高齢者

人口は２００万人を
割る見込み

○ 全国より先行する人口の減少と高齢化割合の増加



長野県の現状と抱える課題 長野県

○ 中山間地域や農山村での人口流出

図　市町村別の人口増減状況（H12～H17、出典：国勢調査（H17は速報値））
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中山間地や農村で人口流出
平成１７年と平成１２年での市町村別の人口増減状況を比較すると、中山間地や農村のほとんどで人口が減少。
佐久地域、上伊那地域等で人口増は見られるものの、大幅な増は見られない。

図　市町村別の世帯増減状況（H12～H17、出典：国勢調査（H17は速報値））
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長野県の現状と抱える課題 長野県

○ 中山間地域や農山村での人口流出

中山間地や農村で人口流出
県内８１市町村のうち、７６．５％が人口流出、

人口減自治体となっている
うち町村のみでは８０．６％が人口減であり、中

山間地域や農山村で人口流出が非常に進んで
いる

図：人口増減の市町村割合 平成１９年版ながの県勢要覧（長野県）
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図：市町村別の人口減少率 平成１７年１０月１日現在 国勢調査（総務省統計局）

中山間地域・農山村は
８０．６％が人口流出

２７．７％もの人口減少率

27.7%

80.6%

中山間地域や農山村での『限界集落』化の懸念



長野県の現状と抱える課題 長野県

○ 過疎地域の多い長野県

・県下８１市町村の中で過疎地域を含むのは３５市町村（４３％）
・多くが都市から離れており、経済的にも社会的にも基盤の弱い地域で、人口流出、産業経済の停滞等

厳しい状況が続いている

過疎地域が県の約４割
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長野県の現状と抱える課題 長野県

○ 産業離れが進む中山間地域

中山間地域から離れていく工業 減少する商業
事業所数の減少と従業者数の増加の背景には、事業の集中化と立地条件の選択があり、中山間地域等の産業離れが進んでいる

図：工業の推移 平成１９年版ながの県勢要覧（長野県）
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図：商業の推移 平成１９年版ながの県勢要覧（長野県）
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商業全体の落ち込み

中山間地域へ産業を呼び戻し地域活力の活性化を図ることが課題



長野県の現状と抱える課題
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図：長野県内の観光地利用者数の推移
観光地利用者統計調査結果（長野県）

凡 例
(単位：千人)

0～5,000

5,001～10,000

10.001～

図：高速道路の改良により期待する効果
（道路の満足度と今後のあり方に関するアンケート調査 【JAF】）

広い県土に観光地が無数
に存在。
観光客の減少が県土全体
の活力の低下につながる。

長野県

減少

観光やレジャー面への貢献

○ 観光資源と地域活力

「観光やレジャー面への貢献」として
道路整備が期待されている

○ 県内観光地の利用者数がこの１０年で約１８万人の減

○ 県内観光地の利用者数は平成１５年度から大幅に減少

観光資源を活用し地域活力の活性化を図ることが課題



長野県の現状と抱える課題 長野県

○ 救急医療への搬送条件の不足

救命救急医療機関への搬送条件が不足
複数の救命救急センターを持つ地域がある一方最寄りの救命救急センターまで長時間の搬送を
要する地域もある
収容所要時間を短縮し、高齢化が進む中、高齢者の救急搬送条件を改善する必要性が高い

図：救命救急センター位置
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厚生連佐久総合病院

諏訪赤十字病院

昭和伊南総合病院

飯田市立病院

信州大学医学部付属病院
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成人（１８～６５歳）

老人（６５歳以上）

収容所要時間３０分以上が
全体の４２.１％

救急搬送者の５２.８％が
老人６５歳以上

救命救急センターまで
長時間の搬送を要する

図：収容所要時間別搬送人員数（平成１８年中） 第５次長野県保険医療計画（長野県）

図：年齢区分別搬送人員数（平成１８年中） 第５次長野県保険医療計画（長野県）

高齢化の進行で救急医療への搬送条件の改善が課題
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図：規格の高い道路を使う割合 【平成18年度達成度報告書・平成19年度業績計画書 （国土交通省）】
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図：都道府県別の道路延長 【ながの県勢要覧 平成18年版 都道府県のあらまし】 （※平成17年4月1日現在）

図：都道府県別の自動車保有台数 【陸運統計要覧 平成18年版】 （※平成18年3月31日現在）
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図：長野県の自動車保有台数の推移
【長野・全国主要指標（長野県HP）】
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高規格道路の利用状況は全国平均より高く、道路の利用が多い
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長野県の現状と抱える課題 長野県

○ 自動車・道路に依存する長野県
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長野県の現状と抱える課題 長野県

○ 道路整備が遅れている長野県
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国・県道の長さは全国で５番目だが改良率が３４番目と低い
資料：道路統計年報２００７（平成１８年４月１日現在）
注）改良率は２車線以上で有料道路を含んだ数値

国・県道（指定区間を除く）の改良率（％）

国・県道（指定区間を除く）の道路延長（ｋｍ） 近県と比較した国・県道（指定区間を除く）の改良率（％）

第５位 長野

第３４位 長野

長野県の国・県道は５，１７２ｋｍと、全国で５番目に長い道路延長

改良率は６３．６％と、全国平均の７０．２％を下回り、全国で３４番目整備が不足している延長が非常に長い

８県に隣接する中で、６県が長野県より整備水準を上回る



長野県の現状と抱える課題 長野県

・長野県内の都市部の平均歩道幅は全国的に見えても狭く、未整備区間や２．０ｍ未満の整備水準の区間が
多く存在

・市街地の歩道整備状況が悪く、魅力あるまちづくりを支える道路整備が遅れている

資料：Ｈ１１道路交通センサス（自専道除くＤＩＤを対象）
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図：長野県内歩道幅員別延長構成比
【資料：H17道路交通センサス（自専道除くDIDを対象）】

○ 長野県内市街地での低い歩道整備率



長野県の現状と抱える課題 長野県

■ 都市計画道路の改良率

○長野県は、都市計画道路の改良率が全国平均に比べ著しく低い状況にあります。特に用途内
の幹線街路の 改良率は全国最下位となっており、全国平均に対して20ポイントもの差がありま
す。長野県の年間の改良率の上昇率が0.5％程度とすると、現在の全国水準に対して20年立ち遅
れている状況といえます。
○これは、県土が広く、都市が点在しているため、計画延長が長く、地形が平坦でないなど改良コ
ストがかかること も要因と考えられます。
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・

全 国

最下位！

【出典：平成19年(2007年)都市計画年報（国土交通省 都市・地域整備局）より算出】

○ 県内の都市計画道路の整備水準は全国で最下位



長野県の現状と抱える課題

〔修繕例〕床版を補修し長寿命化を図ります

長野県

・ 長野県が管理する橋梁の高齢化と劣化が進んでいます。
・ 建設後50年を経過する高齢化橋梁は現在15%を占め、10年後には46%に急増します。
・ 損傷がある橋梁は1029橋あり、全体の27%を占めます。
・ 計画的な維持管理が求められています。

桁の損傷 床版の損傷

修繕前 修繕後

床版のひび割れが拡大しないように炭素繊維シートを張ります

・平成２０年６月に「長野県橋梁長寿命化修繕計画」を策定
・損傷が確認された１０２９橋の修繕には３１８億円要する
・今後５箇年、１０箇年、１５箇年に修繕する橋梁に分類済
・この計画に従い修繕を進める

○ 長野県内で架橋後５０年以上の橋梁は１０年後には約半分に急増

○ 損傷がある橋梁は１０００以上



長野県の現状と抱える課題 長野県

○ 生活に密着した道路が不足する長野県

・県民の４人のうち３人は「市町村内の生活道路」の整備を強く望んでいる
・また２人に１人が「いくつかの市町村を結ぶ幹線道路」の整備を望んでいる
・普段の生活で感じるすれちがいや急カーブ・急勾配に対する対策が望まれている

生活に密着した道路が長野県には不足



長野県の現状と抱える課題 長野県

○ 広大な県土と急峻な地形

長野県は全国第４位の広大な面積を有し、日本の屋根と呼ばれる標高３０００ｍ前後の高山が四
方を囲む他、数々の山地で県土を分断しているため、高速道路アクセスなど移動性が悪い

図：長野県図

全国第４位の広大な面積

図示の高規格幹線道路、地域高規格道路完成後IC30分アクセス可能となる市町村

図　高速道路インターへの30分アクセス可能圏域の変化
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図：H18通行止め時間 【国土交通省・長野県】

図：長野市の月別降水量（Ｈ18） 【気象庁HP】
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平成18年7月に、長野県の広範囲で豪雨が発生し、道路
に土砂が流入するなどの災害により通行止めが発生。

◇今後の雪対策県民は、「交通機能の確保と向上」・「生活環境の整備・推進」・
「雪害対策の推進」など克雪に関する要望が強い。

図：雪対策に関するアンケート 【長野県HP】
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長野県の現状と抱える課題 長野県

雪の多い地域に住んでいるため、交通機能の確保と向上などの克雪に関する要望が強い
１年間の道路の通行止が半年以上の地域も広く、交通機能の確保と向上が求められている

近年、年間平均を突出した豪雨が多い

５０００時間以上＝７ヶ月弱の通行止め地域

○ 豪雨・豪雪の多い長野県



積雪地域は県土の約半分
（７，３７０ｍ２ ５４％）

◇今後の雪対策

長野県の現状と抱える課題 長野県

・ 県の全域が雪寒地域の指定を受けている
・ 県の約３分の１の人口、県土の約半分を積雪地域が占める
・ 県土の約３分の１が豪雪地域と、雪が非常に多い

○ 豪雨・豪雪の多い長野県

豪雪地域は県土の約１／３
（４，５８８ｍ２ ３４％）

特別豪雪地域も１４％
（１，８６３ｍ２ １４％）

参考）

積雪地域 ２月の積雪の最大値の累年平均が５０センチ以上

寒冷地域 １月の平均気温の累年平均が０℃以下



長野県の現状と抱える課題 長野県

近年、交通事故による死者数は減少傾向にあるものの、負傷者数は横ばいの傾向。
全事故の約６割が国県道で発生しており、国県道の安全対策が急務である。

高速道路

1.4%
国道18号

7.9%
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その他

2.7%町村道

5.0%
国道20号

1.9%

その他国道
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36.5%
県道

21.9%

図：事故発生状況の推移 【長野県警察HP】
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図：死傷事故率 【H13～H16交通事故統合データ】
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図：道路別の事故発生状況（H18） 【長野県警察HP】

県内の交通事故死者数は減少傾向にあるものの負傷者数は横ばい

事故の約６割は国県道で発生

県内幹線道路沿いに事故率が高い

６割が国県道で発生

負傷者数は横ばい

■ 安全・安心や環境に対する意識の高まり

○ 事故の約６割は国県道で発生している



長野県の現状と抱える課題 長野県

○ 県内の交通渋滞は都市部で多く発生している
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◇渋滞損失時間は、DID区間において最も高い◇

◇渋滞の約4割は、長野・松本・上田の各都市に集中◇

図：沿道状況別の渋滞損失時間（H17） 【国土交通省】

H18 渋滞損失時間
（千人時間/年・km）
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図：1㎞あたり渋滞損失時間 （H18） 【国土交通省】
H19主要事業 【国土交通省・長野県】

長野市

26%

松本市

12%
上田市

8%佐久市

5%
安曇野市

5%

町村部

16%

その他都市部

28%

図：都市別の渋滞損失時間(H18) 【国土交通省・長野県】

交通渋滞は都市部で多く発生しており、交通渋滞により経済損失が発生している



今後の道路行政についての意見・提案 様式 ③
　②－２　地域の目指すべき将来像 長野県

◆豊かな自然と共に生きる長野県
　長野県は豊かな森林や清らかな水、四季の変化に富んだ美しく豊かな自然環境に恵まれています。これらは暮らしやすさや観光などの長野県の魅
力に深く関わる資源の一つであり、今に生きる人々が守り、更正に引き継いでいかなければならない大切な財産です。
　このため、あらゆる面で常に自然と人との共生や調和に配慮した先進的な県を目指すとともに、健全で豊かな自然の恵みを次代にも継承することの
できる持続可能な社会を構築し、本県の魅力を県内外はもとより、世界に向けて発信し続けることが必要です。
　また、少子高齢化や人口流出により中山間地域や農山村の衰退が懸念される中で、地域が持つ多面的機能を、未来に向けて維持し、継承していく
ことが重要です。
（　対応する道路施策　～誰もが快適で暮らしやすいまちづくりの推進～
  　　                             ○ 環境との共生     ○ 機能的でうるおいのある都市環境　）

◆力強い産業が支える活力あふれる長野県
　経済が低迷する長野県では、県民の暮らしや生活の糧として産業を活性化させ、経済の再生と持続的な発展を図ることに早期に取り組む必要があ
ります。そのため、これからの産業を担う意欲ある人材の育成、創業や就業の支援を増進するとともに、グローバル化の進展を本県産業の飛躍の
チャンスと捉え、高付加価値化、新分野開拓、販路拡大をさらに推し進め、特に本県経済の牽引役となっている製造業の重点的な活性化、すそ野の
広い観光産業の活性化を図る必要があります。
　さらに、活力ある産業社会を支える人材を育てるため、雇用の確保を図り、ワークバランスを保ちながら能力を発揮できる、働きやすい労働環境をつ
くることが重要です。

（　対応する道路施策　～地域の活力を高める信州の交通基盤の整備～
           　　                    ○ 産業支援　　○観光振興　　○ 信州文化の醸成　　○ 交流・連携の強化　）

◆安全・安心な暮らしをつくる長野県

　本格的な少子高齢、人口減少の次代を迎え、将来への不透明感が広がる中で、安全で安心な暮らしを求める意識、人と人との支え合いや地域コ
ミュニティの重要性に対する意識が一層高まる中、誰もが健やかに安心して暮らせる社会を築いていくことが重要です。
　このため、保険・医療・福祉が連携して、誰もが健康長寿を享受し、共に安心して心豊かに暮らすことができる社会を造る必要があります。
　また、県民の生命と財産を守り、安全な生活を確保するため、ハード・ソフト両面からの積極的な減災対策や、平穏な暮らしを脅かす犯罪のない社会
づくりの推進が欠かせません。
（　対応する道路施策　～安全で安心して暮らせる県土づくりの推進～
　　　　　　　　　　　　　　 ～未来を見据えた維持管理と社会資本ストックの有効活用～
                    　    　       ○ 安全な生活環境の創造　　○ 信頼できる県土づくり　　○ 未来を見据えた維持管理　○　地域を支え守る人々の活躍　）

様式③　（1）



今後の道路行政についての意見・提案 様式 ③
　②－２　地域の目指すべき将来像 長野県

◆未来を切り拓く人を育む長野県
　将来にわたって豊かで活力有る地域をつくっていくための基本は「人づくり」にあります。次代を担い、地域を担う子どもたちを育んでいくためには、そ
の持てる個性や能力を伸ばし、確かな学力とともに、新しい時代を切り拓いていく知恵を身につけること、豊かな人間性・社会性や生きる力を育むこ
と、心身の健康を推進することが重要です。
　そのためには、学校と家庭や地域が一体となって、社会全体で心豊かでたくましい子どもたちの育成に取り組んでいく必要があります。
　また、自らの個性や能力を伸ばし、その成果を社会の中で生かして自己実現を図ることができるよう、生涯を通じて学べる環境づくりを進める必要が
あります。

◆市町村が主役の人が輝き地域が輝く長野県
　地方分権次代において、県民の暮らしに最も身近な市町村が地域経営の主導的役割を担い、主体的に自らの責任のもとで活力ある地域を創造して
いくことが求められます。
　また、多くの中山間地域や農山村を含めた、地理的・自然的・社会的条件が異なる多様な地域から構成される広大な県土を有する長野県が、各地
域の実情に応じた均衡ある発展を続けるためには、県と市町村との信頼と納得のパートナーシップのもとに、市町村が地域経営の主役を担うのにふ
さわしい行財政基盤の強化や、市町村や住民が自主的・主体的に行う活力ある地域づくりのための活動を積極的に支援していくことが重要です。
　一方、今後は一人ひとりが地域社会の一員として地域との関わりを深め、地域に誇りを持って、自分の個性や能力を発揮しながら、社会参加や社会
貢献を図ることができる環境をつくることにより、地域社会全体の活力を生みだしていくため、生涯を通じて能力や価値観を活かすことができる社会づ
くり、ボランティア・ＮＰＯなどの多様な主体の活動や協働の促進が重要です。
　さらに、県民の暮らしや産業などを支え、交流・連携により可能性を広げる交通基盤の充実が必要です。なお、中山間地域や農産層においては、生
活・生産基盤、伝統文化など、総合的な地域作りの支援も重要です。

様式③　（2）



今後の道路行政についての意見・提案 様式 ④
　③　道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や指標等） 長野県
○　重点事項 ○　代表事例 ○　期待する効果や指標 ○　その他（該当する事業等）

◆安全で安心して暮らせる県土づくりの推進

○安全な生活環境の創造
　・交通事故削減のための環境を整備し、生活の安全性を向上する

4-1 木曽川右岸道路 事故による通行止めが頻発する国道の代替路を整備 ・バイパス整備による交通流の分散

4-2 （国）１４１号　南牧村　海尻 危険な通学路に歩道を整備 ・歩道と自転車道の分離

4-3 （一）内川姨捨（停）線　千曲市　冠着橋 ボトルネック橋梁の解消 ・交差点改良、線形改良

4-4 イライラハラハラ箇所 イライラ・ハラハラ箇所を策定して情報提供 ・危険箇所等の情報提供

（その他の事業）

・交通安全施設の整備

・交差点改良、線形改良

　・渋滞を緩和し、円滑な交通を実現する
4-5 （国）１１７号　長野市　青木島拡幅 長野市街地周辺の渋滞を解消 ・道路の拡幅、右折レーンなどの設置

4-6 （国）１４７号　安曇野市～松本市　高家バイパス 松本都市圏の渋滞を解消 ・バイパス整備による交通流の分散

4-7 白馬長野有料道路 社会実験で住宅地を連なって走る大型車を減らす ・社会実験

（その他の事業）

・道路情報の提供

　・中山間地域が多い県内の救急医療搬送条件を改善する
4-8 中部横断自動車道 高規格道路整備で救急医療搬送時間を短縮 ・高規格道路の整備

4-9 松本糸魚川連絡道路 高速道路のない地域の救急医療搬送時間を改善 ・高規格道路との連携

4-10 （主）松川IC大鹿線　中川村～大鹿村　滝沢 落石で通行止めが頻発する道路を改善し救急医療を支援 ・道路改築

4-11 （主）飯田富山佐久間線　飯田市　米峰 急峻な山間地の道路を整備し救急車がすれ違える道路へ ・道路拡幅

（その他の事業）

・高次医療施設と連結する道路整備

・冬期道路管理の充実（除融雪）

　急峻な県土と広く分布する脆弱な地質、近年頻発する自然災害等の現状を踏まえ、住民が安全で安
心して暮らせるため、ハードとソフトが一体となった総合的な減災対策を着実に進めます。

様式④　（1）



今後の道路行政についての意見・提案 様式 ④
　③　道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や指標等） 長野県
○　重点事項 ○　代表事例 ○　期待する効果や指標 ○　その他（該当する事業等）

○信頼できる県土づくり
　・厳しい地形や気象条件を克服し、災害に強いネットワークを形成する

4-12 中部縦貫自動車道 狭隘な交通支障区間を現道活用しながら早期に改善
4-13 （国）１５８号　松本市　うすゆき橋バイパス 斜面崩落によるリダンダンシーの確保 ・代替道路の確保整備

4-14 （主）豊野南志賀公園線　高山村　山田入 急峻な地形による落石から人と車を守る ・防災施設の整備、防災機能の強化

4-15 （主）松川IC大鹿線　中川村～大鹿村　滝沢 斜面からの落石から命を守る ・防災施設の整備、防災機能の強化

4-16 （国）１５３号　高森町　下平跨線橋 損傷した橋梁を補修し災害に強い道路へ ・計画的な補修

4-17 （主）飯山斑尾新井線　飯山市　上倉 堆雪帯をつくり豪雪地帯の冬期交通を確保 ・防雪対策

4-18 （主）飯島飯田線　飯田市　切石～北方 飯田市街地の渋滞を解消 ・バイパス整備による交通流の分散

（その他の事業）

・防災情報システムの整備（道路情報の提供）

・凍雪害対策

・市街地再開発、区画整理

　・ICTの活用で利便性を向上する
（その他の事業）

・道路状況などのリアルタイム送信

　・緊急輸送路の信頼性を向上する
4-19 （国）１５３号　辰野町　徳本水 河川の出水によるリダンダンシーの確保 ・代替道路の確保整備

4-20 （国）１４８号　小谷村　柳瀬橋他 断層の多い県内の緊急輸送路に耐震の橋梁を ・震災対策

様式④　（2）



今後の道路行政についての意見・提案 様式 ④
　③　道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や指標等） 長野県
○　重点事項 ○　代表事例 ○　期待する効果や指標 ○　その他（該当する事業等）

◆地域の活力を高める交通基盤の整備

○産業支援　○観光支援
　・産業立地条件を向上させ、物流を効率化する

4-21 中部横断自動車道 新鮮なレタスを届けるトラック輸送の支援 ・高規格道路の整備

4-22 （一）東部望月線　東御市　常田 東部湯の丸ICから工業団地をつなぎ物流を効率化 ・高規格道路との連携（アクセス道路、スマートIC)

4-23 松本糸魚川連絡道路 高速道路へのアクセス時間の改善による地域の活性化 ・ICと産業拠点を結ぶ幹線道路整備（３０分構想）

（その他の事業）

・空港連絡道路の整備

　・優れた観光資源の有効活用を支援する
4-24 中部横断自動車道 首都圏から日帰りで信州の自然を満喫 ・高規格道路の整備

4-25 （国）１５８号　松本市　うすゆき橋バイパス 観光道路の改善による観光支援 ・代替道路の確保整備

4-26 （国）２５６号　清内路村　上清～黒川橋 アクセス性向上による観光支援 ・ICと観光拠点を結ぶ幹線道路整備（３０分構想）

4-27 （主）奈川木祖線　木祖村　境峠 中央道から上高地への近道 ・ICと観光拠点を結ぶ幹線道路整備（３０分構想）

4-28 （一）土合松本線　松本市　空港西 空港アクセス道路の整備により国内外からの観光を支援 ・空港連絡道路の整備

4-29 （主）下仁田軽井沢線　軽井沢町　南軽井沢 軽井沢の渋滞を解消 ・訪れやすい観光地への支援

（その他の事業）

・適切な案内標識や木製ガードレール

○信州文化の醸成
　・信州の文化を醸成する個性

・道路景観への配慮（構造物、ガードレール、標識）

4-30 （主）飯島飯田線　飯田市　桜町～東和町 南アルプスの景観性の向上 ・電線地中化、情報BOXの整備

（その他の事業）

・風景街道

・みちのえき

・街路事業

・文化、歴史施設へのアクセス道路

　県内外の交流と連携を促進し、県民の暮らしや産業を支え、県や市町村が行う様々な施策を実現す
るため、真に必要な交通基盤や道路環境の整備を進めます。

様式④　（3）



今後の道路行政についての意見・提案 様式 ④
　③　道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や指標等） 長野県
○　重点事項 ○　代表事例 ○　期待する効果や指標 ○　その他（該当する事業等）

○交流・連携の強化
　・県外とのネットワークを強化する

4-31 （国）１５２号　飯田市　和田バイパス 三遠南信自動車道と連携して中京地域と連携強化 ・高規格道路との連携（アクセス道路、スマートIC)

4-32 （国）１５１号　阿南町　新野峠バイパス 県境付近の道路を快適にし愛知県との交流強化 ・県境部交通支障箇所の対策

（その他の事業）

・空港、新幹線との連結道路

・みちのえきやSAを利用した県のPR

・高規格道路の整備

　・生活圏間の交流条件を改善し、県内の連携を強化する
4-33 （国）１５２号　飯田市　小嵐バイパス 交通不能区間を解消し静岡県との交流を ・交通不能区間の整備

4-34 （一）松代篠ノ井線　長野市　赤坂橋 洪水時の水没による通行止めを解消 ・異常気象時や冬期通行規制区間の解消

4-35 （国）４０６号　長野市～須坂市　村山橋 洪水時の水没による通行止めを解消 ・地域間連絡道路の整備

（その他の事業）

・高規格道路の整備

・冬期道路管理の充実（除融雪）

　・生活圏内の一体化を支援する道づくり
4-36 （国）１５２号　飯田市　小道木バイパス 合併した市町村間の連携を強化 ・地域間連絡道路の整備

4-37 （一）豊田中野線　中野市　笠倉～壁田 合併した市町村間の生活圏を構築 ・地域間連絡道路の整備

様式④　（4）



今後の道路行政についての意見・提案 様式 ④
　③　道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や指標等） 長野県
○　重点事項 ○　代表事例 ○　期待する効果や指標 ○　その他（該当する事業等）

◆誰もが快適で暮らしやすいまちづくりの推進

○環境との共生
　・沿道環境や居住環境を改善する

4-38 （国）２５４号　佐久市　中込～野沢 車による騒音を低減し住宅地の環境を改善 ・排水性舗装（低騒音舗装）

4-39 （主）　東御市　加沢 大型車が多い凸凹の路面を直し生活環境を改善 ・舗装補修

4-40 白馬長野有料道路 社会実験で交通騒音から沿道住民の眠りを確保 ・社会実験

（その他の事業）

・マイカー規制

・過疎地域の支援

・沿道の草刈りや穴埋めなどのこまめな維持管理

　・信州の豊かな自然を保有し、自然と共生する
4-41 （主）下仁田軽井沢線　軽井沢町　南軽井沢 パーク＆ライド、CO2削減に寄与 ・道路整備などによる地球温暖化への配慮

4-42 （主）長野真田線　長野市　小島田 CO2削減に寄与 ・道路整備などによる地球温暖化への配慮

（その他の事業）

・志賀ルートなどの動植物への配慮

・自然に配慮した施工

・透水性舗装

・バリアフリー

　・人にやさしい、安らげる生活環境を実現する
4-43 （主）長野上田線　長野市　塩崎 バイパス整備で住民の安全を確保 ・安全な道路の整備

4-44 （主）川上佐久線　佐久市　入沢～三分 バイパス整備で住民の安全を確保 ・バイパス整備による生活環境の確保

4-45 （国）１４８号　白馬村 豪雪地帯の雪を溶かして円滑な交通を確保 ・堆雪帯、融雪施設の整備

4-46 （一）中野飯山線　中野市　東笠原～越 廃線となった電鉄の代替えとなるバス路線を整備
4-47 雷電くるみの里　みちのえき 信州の自然を楽しむドライブ　みちのえき ・みちのえき（休憩施設）

（その他の事業）

・自歩道、歩道の整備

・植樹帯、公園（ポケットパーク）の整備（都市）

・コミュニティ道路の整備（都市）

　人口減少や少子高齢化を迎え、誰もが快適で暮らしやすいまちづくりの実現に向け、拡散型から集約
型の都市構造への転換を進め、機能的でうるおいある都市環境の創出のための基盤整備を進めま

様式④　（5）



今後の道路行政についての意見・提案 様式 ④
　③　道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や指標等） 長野県
○　重点事項 ○　代表事例 ○　期待する効果や指標 ○　その他（該当する事業等）

○機能的でうるおいのある都市環境の創出
　・都市の活力を支える都市内交通の円滑化

4-48 松本市　内環状道路 放射・環状道路の整備 ・バイパスや都市計画道路の整備

4-49 長野市　丹波島村山線・高田若槻線 放射・環状道路の整備 ・バイパスや都市計画道路の整備

　・中心市街地の再生と都市機能の充実
4-50 仲町通線　茅野市　永明 中心市街地の再生と都市機能の充実 ・市街地

　・安全・安心で快適なまちなか空間の創出
4-51 北長野通り　長野市　吉田 危険な踏切の解消 ・踏切解消、歩道

　・都市内交通ネットワークの再構築
4-52 松本都市圏総合都市交通体系調査 都市内交通ネットワークの再構築 ・総合都市交通体系調査

様式④　（6）



今後の道路行政についての意見・提案 様式 ④
　③　道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や指標等） 長野県
○　重点事項 ○　代表事例 ○　期待する効果や指標 ○　その他（該当する事業等）

◆未来を見据えた維持管理と社会資本ストックの有効活用

○未来を見据えた維持管理
4-53 （一）塩田仁古田線　上田市　五加 昭和２年に架けた橋を計画的に架替 ・計画的な橋梁の架替

4-54 （主）穂高明科線　安曇野市　常盤橋 損傷した老朽橋の架け替え ・損傷した老朽橋の架け替え

（その他の事業）

・計画的な維持管理

○橋梁長寿命化修繕計画に基づく橋梁補修
4-55 （国）１５３号　高森町　下平跨線橋 老朽化する橋梁の計画的な補修 ・計画的な補修

4-56 長寿命化対策 急峻な地形にたくさん架かる橋の寿命を延ばす ・長寿命化対策

○地域を支え守る人々の活躍
（その他の事業）

・災害時の協定

・契約制度による迅速な対応

・住民参加による道路計画

・アダプトシステムによる維持管理

・風景街道

・信州ロード観察隊

◆地域を支え、地域を守る人々が活躍できる環境整備

　厳しい財政状況の下、長期的視点と明確な目標を持った維持管理により、一定のサービス水準を維
持するとともに、既存の社会資本の有効活用を図ります。
　また、住民と行政との協働や民間活力の導入による維持管理を進めます。

　地域づくりを担い、地域を支える建設産業の意欲と熱意ある取組を支援するとともに、健全な建設産
業が活躍できる環境整備を進めます。

様式④　（7）



安全な生活環境の創造
～事故による通行止めが頻発する国道の代替路を整備～

木曽川右岸道路

長野県

国道１９号と並走する木曽川右岸道路を整備することで、代替路を確保し安定した地域交通を確保

例えば…
平成２０年９月１５日
木曽町で乗用車と大型車の衝突事故
国道１９号は５時間近く通行止め

交通事故による通行止めは年２４回
うち２時間以上は１６回

至る所で交通事故が多発、迂回路線なし

・ 代替路線のない国道１９号は年平均２４回と交通事故による通行止めが頻発している。
・ うち２時間以上の通行止めが１６回あり、地域交通に大きな影響がある。



安全な生活環境の創造 ～危険な通学路に歩道を整備～

歩道整備で高原野菜を運ぶ大型車から子供たちが守られ、安全に通学することができる。

（国）１４１号 南牧村 海尻

長野県

・ （国）１４１号は、佐久地域と山梨県を結ぶ唯一の幹線道路であり、周辺に国内有数の高原野菜の産地

があるため、それを輸送する大型車の通行が多い。
・南牧村海尻地区は歩道がなく、道路幅員が狭いため、通学児童等歩行者が毎日危険にさらされている。
・地域では５年間で４１件もの交通事故が発生しており、うち人身事故が５件と、子供たちが危険な状況。

概　要　図

　　　　　■
南牧村役場

※児童生徒は海尻駅からJRを利用し、次駅の佐久海ノ口駅
　で下車して小中学校へ通学している。

海尻駅

南牧中学校
　　■
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５年間で交通事故４１件（人身事故５件）も発生する通学路

子供たちが高原野菜を運ぶ
大型車に轢かれそう！



安全な生活環境の創造 ～ボトルネック橋梁の解消～

橋梁整備により、信号処理による片側交互通行が解消され、交通が円滑になるとともに、自転車・歩
行者が安全に通行することができる。

（一）内川姨捨（停）線 千曲市 冠着橋

長野県

・ （一）内川姨捨停車場線の冠着橋は、千曲市の千曲川左右岸を結ぶ橋梁であるが、過去の災害で部分的
な架け替えを繰り返したため、幅員が3mから9.75mへ4段階に変化する特殊な橋梁となっている。

・ 特に左岸側の幅員3mの部分は普通車のすれ違いも困難なため、信号処理による片側交互通行となっており、
通行のネックとなっている。

・ 千曲川右岸側の内川地区には、しなの鉄道の新駅の計画があり、交通量及び歩行者の増加が予想される。
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＜長野県移動性・安全性向上検討委員会＞

長野県内の道路を対象に、“イライラ”（移動性阻害）・“ハラハラ”（安全性要対
策）箇所を抽出し、必要な対策を検討し実施することで、移動性・安全性の向上を
目指しています。

＜委員会の開催＞

移動性・安全性に関する『評価指標』を設定し、パブリックコメントの結果を踏まえ
て、『“イライラ”・“ハラハラ”箇所』を選定しました。

＜“イライラ”・“ハラハラ”箇所の選定＞

パブリックコメントの結果を踏まえて、“イライラ”箇所・・・52箇所 “ハラハラ”箇
所・・・50箇所を選定しました。

＜対策の検討・実施＞

選定した“イライラ”・“ハラハラ”箇所に対して、効果的な対策を検討し、解決を急
ぐべき箇所から重点的に対策を実施していきます。

＜パンフレット・インターネットによる公表＞

『“イライラ”（移動性阻害）箇所見える化プラン』
『“ハラハラ”（安全性要対策）箇所見える化プラン』を策定し公表しました。

第2回委員会 （H18.9.20開催）
“イライラ”・“ハラハラ”候補箇所の抽出

第3回委員会 （H19.3.14開催）
パブリックコメントの結果について
“イライラ”・“ハラハラ”箇所の選定

第１回委員会 （Ｈ17.12.27開催）
箇所の選定の考え方について

パブリックコメントの実施

・実施期間：18.12.22～H19.1.31

・実施媒体：パンフレット・インターネット
（新聞・テレビによる広報も実施）

・パンフレット配布数：10,000部

・回収数：1,030件
（パンフレット 912件）
（インターネット 118件）

・抽出規準の検討
・要対策箇所の選定

・追加対策の検討
・評価結果の検証・公表

・対策の効果評価・対策検討・実施

Plan（計 画）

Do（実 施） Check(評 価)

Action（反 映）

移動性・安全性
の向上

渋滞

積雪

通行止め

カーブ・急勾配

交差点事故

追突

狭い歩道

歩行者事故

“イライラ”箇所見える化プラン “ハラハラ”箇所見える化プラン

イライ
ラ・・・

ハラハラ・・・

図：見える化プラン公表資料 【長野国道事務所HP】

安全な生活環境の創造 ～イライラ・ハラハラ箇所を策定して情報提供～ 長野県

・ 一定の指標や県民からの意見から、イライラ・ハラハラする箇所が１０２箇所も挙げられている

・ “イライラ”・“ハラハラ”箇所を事前に知ってもらうことで、ドライバーにゆとりができ安全性が向上
・ “イライラ”・“ハラハラ”箇所を策定することで、効果的な整備ができる

“イライラ”・“ハラハラ”箇所が１０２箇所も選定された

パンフレット・インターネットで箇所を公表し、知ってもらう



安全な生活環境の創造 ～長野市街地の渋滞を解消～

（国）１１７号 長野市 青木島拡幅

長野県

・ （国）１１７号は長野市中心市街地を通過する重要な幹線道路であり、交通量が非常に多い。
・ 長野市青木島地区は交通渋滞が頻発しており、長野県内での主要渋滞ポイントになっている。
・ Ｈ１７年度km当たり渋滞損失時間が576,269（人時間／年・km）となっており、県内919区間中第３位である。

道路整備により３車線が４車線に拡幅され、交通渋滞が解消
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概 要 図
平成17年度km当たり渋滞損失時間が576,269（人時
間／年・km）で、県内919区間中第３位
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安全な生活環境の創造 ～松本都市圏の渋滞を解消～

（国）１４７号 安曇野市～松本市 高家バイパス

長野県

・ （国）１４７号は安曇野市～松本市街地を結ぶ重要な幹線道路であり、交通量が多い。
・ 安曇野市～松本市では交通渋滞が頻繁しており、長野県県内での主要渋滞ポイントになってしている。
・Ｈ１７年度km当たり渋滞損失時間が93,961（人時間／年・km）で、県内919区間中上位2割に位置している。

道路整備によりバイパスが整備され、交通渋滞が解消

平成17年度km当たり渋滞損失時間が93,961（人時
間／年・km）で、県内919区間中上位2割に位置

概 要 図



安全な生活環境の創造
～社会実験で住宅地を連なって走る大型車を減らす～

白馬長野有料道路

長野県

・白馬長野有料道路では並走する無料道路を走行する大型車交通が沿道環境を悪化させている
・有料道路を迂回する車両が原因の一つとして考えられる

社会実験を行うことで、沿道環境を悪化させる大型車交通量の８割の削減を実現

平成１４年度より有料道路の料金値下げを実施
沿道環境の改善をおこなっている

有料道路の料金値下げにより住宅地を連なって走る
大型車交通量を８０％削減した

40

160

278 262

0 100 200 300 400 500 600

自動車交通量（台/８ｈ）

調査前

調査期間中

大型車 普通車等

現道（長野大町線）における交通量の変化（平成１４年度）

大型車交通量８０％削減

現道（長野大町線）における交通状況



安全な生活環境の創造
～高規格道路整備で救急医療搬送時間を短縮～

中部横断自動車道

長野県

・ 高速道路のない南佐久地域においては、救急時に佐久地域内から第３次医療施設の佐久総合病院までの搬送

時間が平均４０分（最大６８分）かかる。【全国平均２７分（全国平均の最大２．４倍）】

【救急車の搬送所要時間】
＊1）H13救急業務実施状況
＊2）佐久市、佐久穂町を除く9市町村

救急時の搬送時間は
全国平均の最大2.4倍

＊1)

＊2)

68分

40分

27分

中部横断自動車道が整備されると
６８分→４１分 ２７分短縮

将来３０分到着圏域

３次医療施設 佐久総合病院

現況３０分到着圏域

全国平均

佐久地域平均

佐久地域最大

0 10 20 30 40 50 60 70 80

・中部横断自動車道の整備により、救急医療搬送時間が最大２７分間短縮され、救急医療体制が大きく改善



安全な生活環境の創造
～高速道路のない地域の救急医療搬送時間を改善～

長野県

・ 高速道路のない大北地域の小谷村から、第三次救急医療機関である相澤病院（松本市）まで、
搬送時間が９４分もかかる

・ 地域から、「道路は病院の廊下である」との要望が強く寄せられている

・ 松本糸魚川連絡道路の整備により、第三次緊急医療機関までの搬送時間が１７分の短縮
・ 高速道路のない中山間地の医療支援につながる

松本糸魚川連絡道路

94

77

60

100

整備前（実績） 整備後（試算）

小谷村千国乙から松本市相沢病院までの所要時間 （試算）

（分）

整備により１７分の短縮 相沢病院（松本市）

小谷村フォーラムの開催等の際、道路に対し
「病院の廊下」との要望がある

平成２０年６月 フォーラム状況（大町市）



安全な生活環境の創造
～落石で通行止めが頻発する道路を改善し救急医療を支援～

道路整備によって落石危険箇所を回避し、交通が円滑になることにより、搬送時間が短縮し、大鹿村
民の生命・財産が守られます。

（主）松川インター大鹿線 中川村～大鹿村 滝沢

長野県

・ （主）松川インター大鹿線は、第二次緊急輸送路であり、大鹿村と高次医療施設である下伊那赤十字病院を結
ぶ唯一の搬送路である。

・村民にとっては生命路線であるが、地形が急峻で線形が悪いうえ、落石が多く、不安な生活を強いられている。
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（主）松川インター大鹿線

松川町

：平成17年5月7日 落石事故発生現場

滝沢 橋

藤樽1号橋

阿弥陀渕 橋

L=1,260ｍ
(うちトンネル L=958m)

下伊那赤十字病院

すれ違いが困難！

幅員が狭く、線形も悪いうえ、落石が多い。落石による死亡事故も発生している道路



安全な生活環境の創造
～急峻な山中の道路を整備し救急車がすれ違える道路～

道路整備によって中山間地域から飯田市内や県立阿南病院への救急搬送路が確保され、救命率の
向上が期待されている。

（主）飯田富山佐久間線 飯田市 米峰

長野県

・ （主）飯田富山佐久間線は、下伊那地域南部の天竜川に沿って、山間地域の村落を結ぶ道路で、第二次

緊急輸送路に指定されている。
・ しかし地形が急峻で線形が悪いうえ、幅員が非常に狭く、中山間地域の救命救急・物資輸送に支障をきた

している。
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幅員が狭く、線形も悪いうえ、すれ違いが困難な道路



信頼できる県土づくり
～狭隘な交通支障区間を現道活用しながら早期に改善～

中部縦貫自動車道

長野県

長野県

岐阜県

富山県

石川県

福井県
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国道158号

奈川渡ダム

水殿ダム

梓川

波田町

松本市

水道沢ﾄﾝﾈﾙ

奈川渡ﾄﾝﾈﾙ

新入山ﾄﾝﾈﾙ

大白川2号ﾄﾝﾈﾙ

入山ﾄﾝﾈﾙ

みずの窪ﾄﾝﾈﾙ

小雪薙ﾄﾝﾈﾙ

大白川1号ﾄﾝﾈﾙ 狭い
ﾄﾝﾈﾙ連続

大型バスすれ違い
難しい

渋滞発生

ギリギリですれ違う大型バス

長野県内の整備が遅れている
・長野県：延長約３５km 整備計画区間 ８．３km（２４％）
・岐阜県：延長約５９km 整備計画区間 ３８．４km（65％）
・福井県：延長約６１km 整備計画区間 ２７．３km（45％）

（奈川渡ダム周辺）

中部縦貫
想定ルート

現道へ接続

158

狭隘な山間地の交通支障区間を、早期に改善

・奈川渡ダム周辺では、狭隘（せまい）トンネルが連続しているため、大型バスのすれ違いが難しい。
・観光シーズンを中心に激しい渋滞が発生。
・落石、雪崩など災害の発生により交通に支障をきたしている。

中部縦貫自動車道の整備による改善には多額の費用と時間がかかるため、現道を活用しながら
狭隘な山間地の交通支障区間を早期に改善



さわんど温泉

東京電力沢渡発電所沢
渡
大
橋

梓
川

国道１５８号

至 松本市街

至 高山市

あけぼの橋

頭首工

土砂崩落うすゆき橋

崩壊地・落石多発地

だしの沢

全体計画 L=0. 5km Ｗ＝6．5（ 8．5） m

うすゆき橋 Ｌ＝３０４ m
T05=3, 308台/日

産業・観光支援 ～観光道路の改善による観光支援～
（国）１５８号 松本市 うすゆき橋バイパス

長野県

・ （国）１５２号は、松本地域と岐阜県とを結ぶ唯一の幹線道路であり、周辺に国内有数の観光地（上高地等）
があるため、それに向かう観光客を乗せた大型バスの通行が多い

・ しかし、平成17年７月梅雨前線豪雨災害により全面通行止が約１ヶ月発生した状況。
・ 特に大型車の迂回路がないため、長期間の通行止めにより、観光業界が大打撃を受けた。

平成17年７月梅雨前線豪雨災害により全面通行止
が約１ヶ月発生する危険な国道概 要 図

被災箇所を回避する道路の整備による誘客機能の確保



信頼できる県土づくり
～急峻な地形による落石から人と車を守る～

道路整備により、落石等の危険箇所が解消され、村を支える観光振興に寄与することができる。

（主）豊野南志賀公園線 高山村 山田入

長野県

・ （主）豊野南志賀公園線は、紅葉で有名な渓谷や複数の温泉地を経て志賀高原に至る観光道路で、
年間を通じて約５０万人の観光客が訪れている。

・しかしながら、当路線は急峻な地形を通過しており、落石崩壊が頻発しているため、しばしば通行止め
となっている。

13-14号カーブ H18.9月 落石崩壊



信頼できる県土づくり
～斜面からの落石から命を守る～

道路整備によって落石による死亡事故箇所を回避でき、大鹿村民が安心して通行することができる。

（主）松川インター大鹿線 中川村～大鹿村 滝沢

長野県

・ （主）松川インター大鹿線は、大鹿村と生活圏中心都市である飯田市を結ぶ唯一の道路である。

・しかし、地形が急峻で線形が悪いうえ、落石が多く、平成１７年５月には落石による死亡事故も発生している。
・通勤通学を始め生活道路として利用している村民は、落石事故に対する不安を抱えながら毎日通行している状況。
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：平成17年5月7日 落石事故発生現場

滝沢橋

藤樽1号橋

阿弥陀渕橋

L=1,260ｍ

(うちトンネル L=958m)

すれ違いが困難！

幅員が狭く、線形も悪いうえ、落石が多い。落石による死亡事故も発生している道路

落石による死亡事故発生時



信頼できる県土づくり
～損傷した橋梁を補修し災害に強い道路へ～

・ 補修することで劣化を食い止め、落橋に至らずに済み、交通への影響、電車利用者への影響を防ぎます。

長野県

・ 下平跨線橋の橋台は、ひび割れが進んでいます。
・ 放置すると損傷が拡大し大規模な補修が必要になるとともに、落橋するおそれもあります。
・ 第一次緊急輸送道路にも位置付けされている主要幹線道路であり、落橋に至った場合物流に与える影響

は甚大なものであります。
・ ＪＲ飯田線を跨ぐ橋梁であり、落橋した場合は二次的被害や電車利用者への影響も発生します。
・ 早急な修繕と劣化原因の除去が求められています。

橋台のひびわれ状況
・下平跨線橋の橋台はひび割れが進行
しています。伸縮装置から路面排水が
侵水し、凍結融解を繰り返すことでひ
び割れは拡大していきます。

・伸縮装置を非排水化して水の侵水を
防ぐとともに、橋台表面の断面修復を
行いもとの状態に復元させます。

（国）１５３号 高森町 下平跨線橋

ＪＲ飯田線

（国）１５３号 下平跨線橋

（国）１５３号

中央自動車道



信頼できる県土づくり
～堆雪帯をつくり豪雪地帯の冬期交通を確保～

道路整備によって冬期の交通が円滑となり、歩行者の安全も確保されるとともに、飯山駅へのアクセ
ス性が向上し、観光資源の有効活用を支援することができる。

（主）飯山斑尾新井線 飯山市 上倉

長野県

・（主）飯山斑尾新井線は、飯山駅から豊田飯山IC、更に、観光地である斑尾高原、戸狩温泉、野尻湖、黒姫高

原を結ぶ幹線道路である。
・現道は家屋が一部連担しているため見通しが悪いうえ、豪雪地域であるが堆雪帯がないため、特に降雪時は

幅員がより狭くなり歩行者等が危険な状況となっている。
・北陸新幹線飯山駅開業を控え、駅周辺整備に併せた道路網整備の一環としても期待されている。

飯山赤十字病院

飯山市役所

至　斑尾高原

至　豊田飯山IC

至　長野市

至　野沢温泉村

至　木島平村

至　栄村

上倉工区　L=380m W=6.0(16.0)m

H17センサス
T05=2,743台/日

（飯山市施行街路）

西口
　　広場

立体
駐車場

東口広場

降雪時には歩行スペースがなく、危険な状況となっている



信頼できる県土づくり ～飯田市街地の渋滞を解消～
（主）飯島飯田線 飯田市 切石～北方

長野県

・飯伊地区は高齢化・過疎化の進行が著しく、医療・福祉・産業等を飯田市中心部へ依存している状況であり
中心部の交通量が多くなっており、中心市街地の渋滞が慢性化している。

・中心市街地の渋滞解消として、飯田都市環状道路として新たな道路ネットワークを形成することが求められ
ている。

１５１

２５６

飯田市

１５３

１５３

中 心 市 街 地

L=660m w=13.0(22.0)m
(主)飯島飯田線

事業区間

至 伊那市

至 松川IC

至 名古屋

松川ダム

松川

天竜川

至 名古屋

JR飯田駅

JR飯田線
T99=17,765台/日

T99=20,693台/日

T99=11,219台/日
（都）羽場大瀬木線

飯田Ｉ .Ｃ

中
央

自
動

車
道西

宮 線

(国)153号飯田ﾊﾞｲﾊﾟｽ

関連事業（街路事業）
L=510mw=13.0(22.0)m

②

①

T99=23,140台/日

T99=14,742台/日

T99=16,201台/日

T99=19,877台/日

T99=17,965台/日

道路整備によって（国）153号飯田バイパス等と連結し、飯田都市環状道路の一部を形成することに
より、飯田市中心部の通過交通を排除し、都市内の環境改善及び円滑な交通の確保が図られる。

飯田市の都市環状道路の一部を形成

（国）256号渋滞状況



一般国道153号 徳本水 L=640m (2/2)

信頼できる県土づくり ～災害による通行止めを解消～

道路整備によって横川川の水衝部を避けて、冬季にも凍結しやすい日影の道路ではない代替道路が確保できる。

（国）１５３号 辰野町 徳本水

至塩尻市

至伊那市

横川川

被災時の状況

長野県

・ 国道１５３号は上伊那郡辰野町を縦貫する塩尻市から愛知県名古屋市へ通じる幹線道路であると共に、

地域にとって重要な生活道路として利用されています。
・ しかし、平成18年7月の豪雨により国道が被災し、復旧するまでの7日間全面通行止めとなり
約10,000台／日の地域の生活者や利用者に多大な影響を与えました。

・バイパス整備により災害に対して安全性を高め、 いつも利用している道路を安心して使える道路にして

欲しい。

H18.7豪雨被災区間

落石危険箇所 徳本水

不動尊

１号橋

２号橋

一
級
河
川

横
川
川

JR中央東線

とくほんすい

概 要 図

至 伊那市

至 塩尻市

完成予想図

至塩尻市



信頼できる県土づくり
～断層の多い県内の緊急輸送路に耐震の橋梁を～

柳瀬橋の耐震補強によって災害時に緊急輸送ルートが確保され、迅速な災害対応が図られる。

長野県

・ 当路線は、糸魚川－静岡構造線断層に沿って形成された姫川沿いを走る路線である。
・ 急峻な地形の間を走る主要幹線道路であり、迂回路がない区間が多い。
・ 柳瀬橋が落橋すると、小谷村役場に長野県から大型車輌が到達できなくなる。

大規模地震が発生し、柳瀬橋が落橋すると、小谷村役場に長野県側から
大型自動車が通行できる道路がなくなり、救援活動に大きな支障を来すこと
が予想されます。

（国）１４８号 小谷村 柳瀬橋他

柳瀬橋

小谷村役場
（国）１４８号

至白馬村

至新潟県

柳瀬橋



産業・観光支援
～新鮮なレタスを届けるトラック輸送の支援～

中部横断自動車道

長野県

付加価値化を支援！

・ 中部横断自動車道により、新鮮なレタスを届けるトラック輸送を実現
・ 高原野菜の高付加価値化を支援

中部横断自動車道の整備による輸送時間の短縮で
荷痛みを軽減し新鮮なまま食卓へ

輸送時間の短縮
高付加価値化
輸送時間の短縮
高付加価値化

静岡・東京

名古屋

資料：高速道路便覧

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」

長野県内レタス出荷量
高速道路開通で増加

昭49 昭54 昭59 平元 平6 平14

77,517

132,513

174,077 165,673
179,900
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200,000

(t)

S50中央道
(駒ヶ根～名古屋）

178,100

H5長野道（岡谷～更埴）
H5上信越道(佐久～藤岡）
H5長野道（岡谷～更埴）
H5上信越道(佐久～藤岡）

S56中央道
(甲府昭和～名古屋）

■長野県産のレタス出荷量の推移

・ 長野県のレタス出荷量は国内最大級の 約１８万トン
・ 過去にも高速道路の開通により出荷量が大幅に増加し、地域経済が活性化
・ 野菜や果物の国内輸送はトラック輸送が大半を占めている
・ レタスは傷みやすく保冷車にて輸送



産業・観光支援
～東部湯の丸ＩＣから工業団地をつなぎ物流を効率化～

道路整備によって、物流交通の円滑化・効率化が図られ、上河原工業団地の産業立地条件が向上
する。

（一）東部望月線 東御市 常田

長野県

・ 平成8年に東部湯の丸ICが開通し、同じく平成8年に上河原工業団地が整備されたことにより、工業団地から
高速道路へのアクセス道路として、物流が活発化している。

・交通量が多く、増加している傾向にある中、幅員が狭いため、大型車のすれ違いに支障をきたしている状況で
ある。

H１７センサス
12,057台／日

常田 L=300m 
W=6.5(14.0)m

大型車同士ではすれ違いが非常に困難

東部湯の丸ＩＣ⇔上河原工業団地 物流ルート

工業団地から高速道路へのアクセス道路



産業・観光支援 ～工場誘致の条件を改善し地域を活性化～ 長野県

・ ２００２年以降全国的に工場立地件数は増加傾向にある
・ 長野県は近年減少、なかでも大北・松本地域は全体の１割程度しか立地がない
・ 大北・松本地域では工場誘致が地域経済にとって鍵となる

・ 松本糸魚川連絡道路の整備により、ICから工場までの所要時間が３０分以内
・ ICから３０圏域であれば工場誘致が有利であり、地域経済が活性化する

松本糸魚川連絡道路

県内工業立地は減少しているなか、
大北・松本地域は立地件数が１割程度

平成２０年６月 フォーラム状況（大町市）

上
緑

町
工
業

団
地

ｱ
ﾙ
ﾌ
ﾟ
ｽ
ﾊ
ﾟ
ﾉ
ﾗ
ﾏ
工

業
団
地

昭
和
電
工

26.5

32.2

21.3

27.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

図：インターチェンジから既往工業団地までの所要時間

改良後 現況

図：IC３０分圏域の製造品出荷額

3835

4237

3,600

3,800

4,000

4,200

4,400

現況 整備後

現況 整備後

図：地域別工場立地件数
（長野県工場立地動向調査）

6.8% 4.5%

88.6%

松本地域

大北地域

その他

3件
2件

39件

図：高速道路ｲﾝﾀｰからの距離別立地件数

（全国、2006年）
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０～５ｋｍ ５～１０ｋｍ １０～２０ｋｍ ２０～３０ｋｍ ３０～４０ｋｍ ４０～５０ｋｍ ５０ｋｍ以上

高速道路ICから１０ｋｍ以内に立地する件数が約８割
→ 概ねICから３０分圏域に工場立地が集中する

整備後は既存工業団地までICから３０分以内となり
製造品出荷額も約５００億円の増が見込める

ICからの所要時間が約５分短縮
ICから３０分圏域へ

約５００億円の出荷額UP！

整備



首都圏

関越自動車道

中央自動車道

断

中

部
横

自

道
車
動

断

中

部
横

自

道
車

断

中

部
横

自

道
車
動

軽井沢町

佐久市

清里

甲府市

産業・観光支援
～ 首都圏から日帰りで信州の自然を満喫 ～

中部横断自動車道

長野県

中部横断道の整備で、清里～八ヶ岳～蓼科高原～浅間山～軽井沢などの主要観光地が連結

豊かな観光資源相互の連携により、
地域全体の魅力をアピール！

・ 首都圏からの日帰り行動圏が拡大し、周遊観光が可能になる
・ 観光地の形態が競合から相互連携へ変化し、新たな魅力が創出される

観光客増加で地域の活化！

・ 南佐久地域には八ヶ岳、蓼科、軽井沢といった避暑や自然を楽しめる主要観光地が多い
・ 高速道路のない南佐久地域では、日帰りで主要観光地を楽しむのは困難
・ 首都圏からの観光客は週末などに、多くの主要観光地を満喫するには移動時間がネック
・ そのため主要観光地はお互いが競合している

周遊観光が可能に！



さわんど温泉

東京電力沢渡発電所沢
渡
大
橋

梓
川

国道１５８号

至 松本市街

至 高山市

あけぼの橋

頭首工

土砂崩落うすゆき橋

崩壊地・落石多発地

だしの沢

全体計画 L=0. 5km Ｗ＝6．5（ 8．5） m

うすゆき橋 Ｌ＝３０４ m
T05=3, 308台/日

信頼できる県土づくり ～斜面崩落によるリダンダンシーの確保～

（国）１５８号 松本市 うすゆき橋バイパス

長野県

・ （国）１５２号は、松本地域と岐阜県とを結ぶ唯一の幹線道路であり、周辺に国内有数の観光地（上高地等）
があるため、それに向かう観光客を乗せた大型バスの通行が多い

・ しかし、平成17年７月梅雨前線豪雨災害により全面通行止が約１ヶ月発生した状況。
・ 特に大型車の迂回路がないため、長期間の通行止めにより、観光業界が大打撃を受けた。

平成17年７月梅雨前線豪雨災害により全面通行止
が約１ヶ月発生する危険な国道概 要 図

道路整備によって被災箇所を回避する道路が建設され、災害時の代替道路が整備された。



至南木曽町

土砂橋

黒川橋

清内路中学校

清内路小学校

至飯田市

（一）清内路川

一般国道256号 上清～黒川橋 L=1.8km (2/2)

T05=2, 292台/日

産業・観光振興
～ICから馬籠宿・妻籠宿の観光地へのアクセス向上～

道路整備によってインターからの利便性が良くなり、観光客の増加が期待できます。

（国）256号 清内路村 上清～黒川橋

現道の状況

長野県

至南木曽町

概 要 図

整備後の状況

至南木曽町

・国道256号は、岐阜県岐阜市と飯田市とを結ぶ幹線道路です。沿線には、昼神温泉や中山道六十九次

のうち四十二番目となる南木曽町妻籠宿があり、馬籠宿と併せて主要な観光地へアクセスする重要な道
路です。

・また、中央自動車道恵那山トンネルが万一通行止めとなった時の飯田ICと中津川間の代替道路としての
役割もあり、さらに三遠南信自動車道飯田山本ICが平成20年4月13日に開通したことにより、中央自動

車道からのアクセス性が向上しました。

・しかし、現況の国道は幅員が狭く、カーブも連続している箇所もあり大型車の通行が特に困難です。



産業・観光支援 ～中央道から上高地への近道～

道路整備によって大型バスの通行の円滑化が図られ、観光客の移動性向上に寄与し、観光資源の
有効活用を支援することができる。

（主）奈川木祖線 木祖村 境峠

長野県

・ （主）奈川木祖線は、松本市奈川地区と木祖村とを結ぶ路線で、沿線には別荘地が開発され、国道19号から

野麦峠や上高地へ連絡する道路として利用されている。
・ 平成18年2月には伊那木曽連絡道路の権兵衛トンネルが開通したことにより、中央自動車道伊那ICから上高

地方面への近道としてその重要性が増している。
・ 境峠付近は急カーブが連続するうえ幅員が狭小であるため、大型バスの円滑な交通に支障をきたしている。

安房峠道路

岐阜県 長野県

上高地

奈川渡ダム

境峠

奈
川
木

祖
線

国
道
1 9

号
国

道15 8
号

松本IC

至長野

長
野

道

国
道20号

岡谷JCT

中
央

道

国
道

1
5
3
号

木祖村

国 道3 6 1号

H 18 . 2. 4供 用 開 始
伊那IC

至飯田
至名古屋

薮原

安曇地域

奈川地域

L=2
, 0 0

0 m

H17交通センサス
1,756台/12ｈ

至甲府

国
道

1
9
号

伊 那 木 曽
連 絡 道 路

中京方面から上高地方面へは、中央道伊那IC
から権兵衛トンネル、境峠を通るルートが近道

大型バスがスムーズに通れません！



産業・観光支援

～空港アクセス道路の整備により国内外からの観光を支援～
（一）土合松本線 松本市 空港西

長野県

・ 当路線は、長野県の空の玄関口信州まつもと空港と、年間150万人が訪れる上高地へのアクセス道路とし

て利用されている。
・ しかし、幅員が狭く自動車のすれ違いに支障をきたしており、また交差点の形状が悪いため、たいへん危険

な状態となっている。

道路整備によって信州まつもと空港と国際的観光地である上高地の連携が強化され、観
光資源の有効活用を支援することができる。

安房峠道路

岐阜県 長野県

上高地

奈川渡ダム

国
道
1
9
号

国
道158

号
松本IC

至長野

長
野
道

国
道20号

岡谷JCT

至飯田至名古屋

安曇地域

奈川地域
国

道
1
9
号

信 州まつ もと空港

空港西

L=1,200m,W=6.0(10.0)m

空港との連絡道路が脆弱

食い違いの交差点



産業・観光支援 ～軽井沢の渋滞を解消～

道路整備によって交通容量が拡大し、パーク＆ライドと連携することにより軽井沢の渋滞が緩和され、
観光客の移動性向上に寄与し、観光資源の有効活用を支援することができる。

（主）下仁田軽井沢線 軽井沢町 南軽井沢

長野県

・ （主）下仁田軽井沢線は、上信越自動車道碓氷軽井沢ICと年間800万人の観光客が訪れる軽井沢を結ぶ
重要な観光路線である。

・ 観光シーズンにはマイカーによる乗り入れにより慢性的な渋滞に悩まされており、近年大型ショッピングモ
ールが開業したことにより渋滞に拍車がかかり、最大約9kmの渋滞が発生している中、軽井沢のイメージ
アップのためにも渋滞の緩和が課題となっている。

至

小
諸
市

中軽井 沢駅

(国 )146号

軽井沢町
かる いざわ まち

至

群
馬
県

中軽井沢

群
馬
県

軽井沢高校

事業区間 L=770mW=13.0(21.0m)

し なの 鉄道
東部小学校

(国)18号

軽井沢中学

旧軽井沢

新軽井沢

大賀ホール

軽井沢病院

長野新幹線

軽井 沢駅

軽井沢ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾌﾟﾗｻﾞ
至

佐
久
平
駅

碓氷 軽 井沢 IC
上 信越 自 動車道

下
仁
田
軽
井
沢
線

南軽井沢交差点

(国)18号軽井沢バイパス

南軽井沢

和美 峠

塩 沢湖

レ マン湖

至 群馬県

3,234台/日( H17ｾﾝｻｽ)

9,464台/日(H17 ｾﾝｻｽ)

軽井沢町役場

最大約９ｋｍの渋滞が発生する



信州文化の醸成 ～南アルプスの景観性の向上～

安全で快適な通行空間の確保、都市部の防災性の向上とあわせ

長野県特有の南アルプスの景観が向上する

（主）飯島飯田線 飯田市 桜町～東和町

長野県

・ 当箇所は、駅、中央公園、桜・リンゴ並木を結ぶ利用者の多い路線であるが、電線が錯綜し景観が悪い
うえ、 歩道内に電柱が立っているため、通行空間が阻害され、有効幅が狭くなっている。

・ 防災面においても、地震時の電柱倒壊の危険性に加え、緊急車両の通行の妨げになる恐れがある。

中
央

公
園

J
R
飯

田
駅

（
主

） 飯
田

（
停

）
線

中
央

通
り

（
主

）
飯

島
飯

田
線

（
一

）
市

場
桜

町
線

JR桜町駅

1 51

郵便局

並
木

通
り

J
R

飯

田

線

電線共同溝整備箇所

電線共同溝整備済み

平成18年7月に行われた『道路に関する
世論調査』で、「道路空間の快適な利用に
おいて重要なこと」として「電柱を地中化し
て景観をよくする」が４８．９％で第１位に挙
げられている。

① 未施工箇所

② 施工済箇所

←①

②→



和田バイパス Ｌ＝４．１ｋｍ（２／２）

旧南信濃村役場

（
一
）
遠
山
川

松島橋

遠山川

八
重
河
内
川

や
え

ご
う
ち

が
わ

至

静
岡
県

至 飯田市上村
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天龍村
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）
池

口
川
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152

152

418
418

152

いいだしかみむら

と
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西東 橋（か ぐら 大橋）L=101m

飯田市南信濃和田地区T05=1, 697 台／日小道木橋

さいと う夜川瀬Ｔｎ Ｌ＝１９０ｍ

交通・連携の強化 ～三遠南信自動車道と連携して中京地域と連携強化～

（国）１５２号 飯田市 和田バイパス

長野県

・ （国）１５２号は、飯田下伊那地域と静岡県を結ぶ唯一の幹線道路であるが、通行不能区間があり、飯田
市道及び浜松市道を経由して迂回しなければ静岡県側に移動できない。

・飯田市和田地区は高齢化の解消と観光客の増加による税収の拡充、及び若者人口流出抑止が緊急の
課題となっており、三遠南信自動車道の現道利用区間として、連携して道路整備を実施する事により、
上記課題の解消を目指したい。

道路整備によって三遠南信自動車道と直結され、中京地域と連携強化される予定。

三遠南信自動車道の現道利用区間として、連携し、
中京地域との連携強化を図る概 要 図



一般国道１５１号 新野峠バイパス L=1.6km（2/2）

別荘地

国道

１５１
ROUTE 長野県

（
主
）
阿

南
東

栄
線

（
一
）
大

平
山

松
葉

線

林道ブナノ嶺線

阿南町

豊根村

至豊橋市→←至飯田市

愛知県

国道

１５１
ROUTE

国道

１５１
ROUTET' 05＝1, 036台／日

交流・連携の強化
～県境道路を快適にし愛知県との交流強化～

道路整備によって快適性、利便性が向上し、また、地域間の連携が強まることで地域の活性化に繋がります。

現道の状況（長野県側）

（国）151号 阿南町 新野峠バイパス

長野県

・ 国道151号は飯田市から愛知県豊橋市へ続く主要幹線道路であり、新野峠は、古くから交通の要衝として

上方の文化、物資が信州に運び込まれた峠です。
・現在は周辺の道路整備が進みましたが、県境付近の現道は、道幅が狭く、見通しも悪いために、すれ違い
も困難です。

・ 長野県側と愛知県との交流促進を図るためにも道路整備を進めております。

愛知県側

県境

至 長野県

概 要 図



交流・連携の強化 ～交通不能区間を解消し静岡県との交流を～

道路整備によって三遠南信自動車道と直結され、通行不能区間が解消される。

（国）１５２号 飯田市 小嵐バイパス

長野県

青崩峠道路
L=4.9km

国土交通省施工区間

一
級
河
川
梶
谷
川

しまがわらばし

兵越峠

静岡県長野県

国道474号
青崩峠トンネル

青崩峠

和田バイパス

島川原橋L＝96ｍ

国道152号現道

T05 1697台/日

一級河川小嵐川

国道152号現道

兵越林道

小嵐バイパス L=2.4㎞

1号橋Ｌ＝168ｍ

いちごうきょう

写真

・ （国）１５２号は、飯田下伊那地域と静岡県を結ぶ唯一の幹線道路であるが、通行不能区間があり、飯田
市道を経由して迂回しなければ静岡県側に移動できない。

・飯田市小嵐地区は高齢化の解消と観光客の増加による税収の拡充、及び若者人口流出抑止が緊急の
課題となっており、三遠南信自動車道の現道利用区間として、連携して道路整備を実施する事により、
上記課題の解消を目指したい。

三遠南信自動車道の青崩峠トンネルと直結し、通行
不能区間の解消を図る概 要 図



交流・連携の強化
～洪水時の水没による通行止めを解消～

橋梁整備によって洪水時にも安心して通行することができ、両岸の地域との交流・連携が促進される。

（一）松代篠ノ井線 長野市 赤坂橋

長野県

・ （一）松代篠ノ井線の赤坂橋は、千曲川に架かる昭和31年に架橋された橋梁であり、篠ノ井地区と松代地区を

繋ぐ重要な橋であり、通勤通学に利用される生活道路である。
・赤坂橋は幅員狭小で自動車のすれ違いや歩行者の通行に支障があるうえ、一部木橋があり9tの重量規制がか

けられ、円滑な交通のネックとなっている。
・ 右岸側は堤外地を通過するため、洪水時には通行止めを余儀なくされ、両岸の往来に大きな支障となっている。

Ｎ

至

篠
ノ
井
駅

（一）松代篠ノ井線

（一）清野篠ノ井（停）線

岩
野
橋

（
主
）
長
野
真
田
線

松
代
大
橋

長
野
Ｉ
．Ｃ

上
信
越
自
動
車
道

赤坂橋

県
消
防
学
校

Ｌ＝７０２ｍ、Ｗ＝１４．５ｍ

４０３

至

更
埴

Ｊ
．
Ｃ
．Ｔ

至 須坂長野東Ｉ．Ｃ

至 長野市街地

千
曲

川

至 松代中心部

新橋

現橋

南長野運動公園
ｵﾘﾝﾋﾟｯｸｽﾀｼﾞｱﾑ

１８

（うち橋梁Ｌ＝５２３.４ｍ）

至 松代中心部

水没した道路

洪水時には通行止めとなる道路



須坂市長野市
上
信
越
自

動
車
道

（
一
）
千
曲

川

村 山 橋 Ｌ＝2.2km

至 菅平

ながの すざか

すがだいら

長野電鉄長野線

村山駅
むらやま

むら やま ばし

至 上越
じょうえつ

至 須坂長野東Ｉ Ｃ
すざかながのひがし

主要渋滞ポイント

「 柳原北」
やなぎはらきた

406
18

18

406

ち
く

ま

至 上越

Ｎ

T'05=23, 671台／日

T' 05=33, 802台／日

至 長野市街

す
ざ
か
し

た
か
な
し

須
坂
市
村
山

す
ざ
か
し

む
ら
や
ま

交流・連携の強化～洪水時の水没による通行止めを解消～

（国）４０６号 長野市～須坂市 村山橋

長野県

・ （国）４０６号は、長野市と須坂市を結ぶ幹線道路であるが、現橋梁は橋梁の高さが不足しており、出水時

には鉄道併用橋であるため、長野電鉄長野線が不通となり、国道本線も全面通行止めになる。最近では
2004年10月21日に通行止めが生じている。（写真参照）

・長野市～須坂市の村山橋は、地域間連絡道路の整備により、治水安全度向上及び橋梁長寿命化を図る
ため、架替事業を実施している。

概 要 図 旧橋は出水時に長野電鉄長野線が不通となり、国
道部も全面通行止めとなる

橋梁架替によって橋梁の高さが上がるため、橋梁の水没が解消され、確実な地域間交流が可能



旧南信濃村役場
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遠山川

八
重
河
内
川

や
え
ご

う
ち
が

わ

至

静
岡
県

至 飯田市上村

至

天龍村

（
一

）
池

口
川

い
け

ぐ
ち

が
わ

152
152

418
418

152

いいだし かみむら

と

お

や

ま
が

わ

て んり ゅうまつし ま

（１号橋梁）

L=90m

飯田市南信濃和田地区

小道木バイパス
Ｌ＝１．７ｋｍ（２／２）

T05=1, 697 台／日

小道木橋

（１号トンネル）

L=100m

（２号橋梁）

L=85m （２号トンネル）

L=1165m

交流・連携の強化 ～合併した市町村間の連携を強化～

バイパス道路整備によって被災箇所を回避でき、路線の安全度が向上し、合併した飯田市内の連携が強化される。

（国）１５２号 飯田市 小道木バイパス

長野県

・ （国）１５２号は、飯田下伊那地域と静岡県を結ぶ唯一の幹線道路であるが、通行不能区間があり、飯田
市道を経由して迂回しなければ静岡県側に移動できない。

・飯田市小道木地区は高齢化の解消と観光客の増加による税収の拡充、及び若者人口流出抑止が緊急の
課題となっており、三遠南信自動車道の現道利用区間として、連携して道路整備を実施する事により、
上記課題の解消を目指したい。

概 要 図

三遠南信自動車道の現道利用区間として、連携し
て合併した飯田市内の連携を強化できる



交流・連携の強化 ～合併した市町村間の生活圏を構築～

道路整備によって中野市と旧豊田村との交流・連携が強化されるとともに、災害に強いネットワーク
が形成される。

（一）豊田中野線 中野市 笠倉～壁田

長野県

・一級河川千曲川で分断された旧豊田村と中野市を結ぶ橋は千曲川下流側の飯山市境に古牧橋、上流側の
長野市境に上今井橋があるが、約８ｋｍ離れており、中央部で結ばれ合併後の連携強化を図るための地域
間連絡道路が求められている。千曲川を渡河する橋の中で最も設置間隔が離れている。

・上今井橋は洪水時に通行止めとなることが多く、代替路となる災害に強い道路ネットワークを形成する必要
がある。

Ｎ

292

中野市街地

北志賀高原

湯田中・渋温泉郷

【H17: 106万人】

【H1７ :1３６万人】

志賀高原

【H17:275万人】

古牧橋

上
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至
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越
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陸
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飯山市
いいやまし

長野市
ながのし

至 飯山駅
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志賀中野有料道路

至 小布施町

至 飯山市街

中野市豊田支所

北信総合病院

403

長
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電

鉄
T'05=16,850台/日
（ K'05=1.22）

T'05=10,086台/日
（K'05=1.56）

T' 05=19,844台/日
（ K'05=1.60）

T'05=5,677台/日
（ K' 99=0.70）
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飯

山

線
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東山クリーンセンター

なかのまつかわ

しんしゅうなかの

中野実業高校中野西高校

117

292

中野市デイサービスセンター『うまし苑』

かえさ

403

豊田衛生センター
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117

かみいまい

替
佐
静
間
バ
イ
パ
ス

飯
山

線

Ｊ

Ｒ
事業区間 Ｌ＝１，８１０ｍ

Ｌ
＝
約
８
ｋ
ｍ

Ｌ
＝

約
4.
5ｋ

ｍ

Ｌ
＝

約
3
.
5ｋ

ｍ

古牧橋

上今井橋

笠倉壁田橋

中野市役所

北信合同庁舎

動

上今井橋

穴田地区

永江地区

豊津地区

上今井地区

はちす

中野高校

上今井橋冠水状況

旧豊田村と中野市を中央で結ぶ道路がない



至諏訪

至清里
JR小海線

中込跨線橋
（昼72dB 夜69ｄB) 佐久大橋

千曲川至下仁田

商業地域

ＤＩＤ地区

ＤＩＤ地区

準住居地域

準住居地域

近隣商業地域

環境との共生
～車による騒音を解消し住宅地の環境を改善～

・低騒音舗装により一般的に騒音を約3dB程度低減できる。
この3dB程度の騒音低減効果は、交通量が半減したことに相当するといわれている。
・住宅地の環境が改善される

（国）２５４号 佐久市 中込～野沢

長野県

・ 当箇所は沿道の騒音が環境基準を上回っており、沿道住民の生活環境が悪化している。
・ 交通量の増加とともに、舗装の損傷による凸凹等で騒音がさらにひどくなっている箇所がある。
・ 低騒音舗装を敷設し、特に夜間の騒音低減により、沿道環境を改善することが望まれている。

［通常舗装］

タイヤ溝と舗装面
の間に挟まれた空
気の逃げ道がなく、
空気圧縮騒音、膨
張音が発生する。

［低騒音舗装］

空隙に空気が逃げ、
音が生じにくい。
また、雨水も路面下
へ排水する機能も
有する。

※騒音の環境基準値：昼70dB 夜65dB
【騒音低減のしくみ】

交通量が多いうえ、修繕により段差が生じ
ているため、沿道環境が悪化している。

一連の区間を対策することにより、段差
も解消され、沿道環境が改善された。



7

上信越自動車道

東部湯の丸ＩＣ

（一
）

千曲川

おおや

たなか

しなの鉄道

至 長野

至 松本諏訪

至 諏訪

至 東京

至 長野

１ ８１８
国 道

１ ８ 152
国 道

上田市

東御市

H17センサス 12, 057台/日

（一）東部望月線 加沢 L=1, 490m w=6. 5～7, 5m A=10, 175㎡

Ｎ

環境との共生
～大型車が多い凸凹の路面を直し生活環境を改善～

（主）東部望月線 加沢

長野県

・工業団地・高速道路へのアクセスの節点となる本路線は交通量が１日に約１２，０００台
・大型車の混入率が約１割であり、非常に路面が劣化し、沿道住民からの苦情も多い

舗装補修により沿道住民の生活環境を改善する

交通量約１２，０００台／日 うち大型車約１割
現道（長野大町線）における交通状況

最大わだち掘れ13.9mm  ひび割れ率25.4～50.8%
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62
63

59

58

62

66

70

H14（実験前） H14（実験後） H15 H16

環境との共生
～社会実験で交通騒音から沿道住民の眠りを確保～

白馬長野有料道路

長野県

・白馬長野有料道路では並走する無料道路を走行する大型車交通が沿道環境を悪化させている
・有料道路を迂回する車両が原因の一つとして考えられる

社会実験を行うことで、夜間騒音を約１０dBも減少させ沿道住民の睡眠環境を改善

平成１４年度より有料道路の料金値下げを実施
沿道環境の改善をおこなっている

有料道路の料金値下げにより騒音（Leq)は７０ｄBから５９ｄBに減少

現道（長野大町線）における騒音値（夜間 ２２：００～６：００）の変化

騒音（Leq)は７０ｄBから５９ｄBに減少

現道（長野大町線）における交通状況

dB



環境との共生 ～パーク＆ライド、CO2削減に寄与～

道路整備によって交通容量が拡大し、パーク＆ライドのソフト対策と連携することにより観光客等の
移動性向上及びCO2削減に寄与し、国際親善文化観光都市「軽井沢」の環境保全に繋がる。

（主）下仁田軽井沢線 軽井沢町 南軽井沢

長野県

・ （主）下仁田軽井沢線は、上信越自動車道碓氷軽井沢ICと年間800万人の観光客が訪れる軽井沢を結ぶ

重要な観光路線である。
・ 観光シーズンにはマイカーによる乗り入れにより慢性的な渋滞に悩まされており、近年大型ショッピングモ
ールが開業したことにより渋滞に拍車がかかり、最大約9kmの渋滞が発生している中、軽井沢のイメージ

アップのためにもハードとソフト両面からの対策による渋滞の緩和が求められている。

至

小
諸
市

中軽井 沢駅

(国 )146号

軽井沢町
かる いざわ まち

至

群
馬
県

中軽井沢

群
馬
県

軽井沢高校

事業区間 L=770mW=13.0(21.0m)

し なの 鉄道
東部小学校

(国)18号

軽井沢中学

旧軽井沢

新軽井沢

大賀ホール

軽井沢病院

長野新幹線

軽井 沢駅

軽井沢ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾌﾟﾗｻﾞ
至

佐
久
平
駅

碓氷 軽 井沢 IC
上 信越 自 動車道

下
仁
田
軽
井
沢
線

南軽井沢交差点

(国)18号軽井沢バイパス

南軽井沢

和美 峠

塩 沢湖

レ マン湖

至 群馬県

3,234台/日( H17ｾﾝｻｽ)

9,464台/日(H17 ｾﾝｻｽ)

軽井沢町役場

慢性的な渋滞により軽井沢の魅力が低下している



環境との共生 ～CO2削減に寄与～

道路整備によって慢性的な交通渋滞が解消され、CO2削減に寄与するとともに、安全で円滑な交通
が確保される。

（主）長野真田線 長野市 小島田

長野県

・ （主）長野真田線は、長野市街地と長野IC、国道18号及び国道19号を結ぶ幹線道路で、第一次緊急輸送路に
もなっており、交通量が非常に多い。

・ 長野ICから善光寺までは概ね4車線が確保されているが、当該地区は2車線のままでボトルネックとなり、朝夕
を中心に慢性的な渋滞が発生している。

・第3次主要渋滞ポイントである国道18号大塚交差点の対策事業にも位置付けられており、安全で円滑な交通確
保が望まれている。

長野県庁

長野市街地

至上越市

11ｾﾝｻｽ 16,046台／日

（ 主
）長

野真田線

千
曲

川犀
川

下氷鉋交差点

長野Ｉ．Ｃ

至真田町

上
信
越
自
動
車
道

至高崎市

稲里中央土地区画整理事業

Ａ＝４４．４ｈａ 住宅建設１，０６９戸（Ｈ４～Ｈ１５）

至松本市公共道路改築

Ｌ＝２５０ｍ

公共住宅

宅地関連

Ｌ＝５００ｍ

二次改築済（４車線） 事業区間全体 二次改築済（４車線）

青木島拡幅工区 下氷鉋工区 小島田工区

Ｌ＝７５０ｍ Ｌ＝１，１５０ｍ

更北土地区画整理事業
Ａ＝８９．０ｈａ（Ｓ３９～Ｓ６２，６７ｈa完）

川中島橋

丹波島橋

長野大橋

至更埴J.C.T

至中郷インター

N

１

117

117

18

19

大塚交差点

長野ＩＣ

当該地区のみ2車線となっており、
ボトルネックとなっている



環境との共生 ～バイパス整備で住民の安全を確保～

バイパス整備によって通過交通が排除されることにより、子供たちが安心して通学する事ができ、交
通事故を大幅に削減することができる。

（主）長野上田線 長野市 塩崎

長野県

・塩崎地区はクランクが２箇所、鉄道との平面交差踏切が１箇所あり、幅員が狭小（最小幅員4.3(5.3)ｍ）で
あるため、車両の円滑な通行に支障をきたしている。

・沿線にはＪＲ稲荷山駅、塩崎小学校、塩崎保育園等があり、通学路指定されているが歩道が未整備であり、
歩行者の安全が確保されていない。

・交通事故の発生件数は、H10～17で76件、うち62件の約8割は通過車両が関係した事故。

18

18

N

長
野
自
動

車
道

上信越自動車道

JR
篠
ノ
井
線

(主
)長

野上田線

国道１８ 号
上田

篠ノ井 BP(計
画中

)
至松本市

至上田市 至上田市

至須坂市更埴JCT
更埴IC

千 曲 川

篠
ノ
井
橋

北
陸
新
幹
線

し
な
の
鉄
道

至長野 至長野市街

聖 川

岡田川

千曲市

長野市

塩崎バイパス 全体 L=2970m W=6.0(12.0)m 【都市計画決定 昭和60年12月】

1工区 L=1910m 2工区 L=1060m

至松本市

聖川橋Ｌ=49. 0ｍ

稲荷山駅

（ 市
）塩 崎 中

央 線

（
市

）
塩

崎
粟

佐
橋

線

浄信寺川

L=1060m

H14.3. 15供用

H12.7. 7供用

L=550m

H14. 11. 18供用

粟
佐 橋

塩崎保育園

塩崎小学校

稲荷山養護学校

T' 99＝3, 857台／日

（ 市
） 篠 ノ 井

南253号 線

1

庄衛門橋Ｌ=38. 9ｍ

8年間で交通事故が76件（8割
は通過車両が関係した事故）も
発生



環境との共生 ～バイパス整備で住民の安全を確保～

道路整備によって通過交通が排除され、旧道の沿道環境が改善され、歩行者の安全が確保されま
す。

（主）川上佐久線 佐久市 入沢～三分

長野県

・（主）川上佐久線は 国道141号とともに高原野菜の産地である川上村と佐久市を結び、地域の交流・連携を強
化する重要な路線であるが、幅員がW=5mで狭く、車両の円滑な通行に支障をきたしている。

・現道は人家が連担し、幅員が狭く歩道がないため、通過車両により沿線住民や歩行者が危険にさらされてい
る。

佐久穂町

佐久市

かいぜ

はぐろした

あおぬま
うすだ

たつおかじょう

（一 ）三
分 中

込
線

（主） 川 上 佐
久 線

（ 主）
下

仁

田

臼

田

線

上
古

田
切

臼
田

線

（一 ）

(停)

臼田橋
南佐久大橋

羽 黒 山1 号ﾄﾝﾈﾙ
羽 黒 山2 号 ﾄﾝﾈﾙ

海 瀬1 号 橋

ＪＲ小海線

Ｎ

（ 主）
川

上
佐 久 線

全体計画 L=2,400m W=6.0(11.0)m

羽黒山 工区 全L=1,58 5m W =6. 0(11 .0)m

（Ｈ21 年度供 用予定 ）

改 良済

田
口

（
Ｈ

1
6
年

度
供

用
）

臼
田
～
野
沢
拡

幅

（
Ｈ
21

年
度
供
用

予
定
）

佐 久中学 校

佐 久中央 小学校

青沼小 学校

佐 久総合 病院

臼 田小学 校

臼田支 所

臼田 中学校

田口小 学校

佐 久穂町 役場

T'99=21,406台/日

T'99=13,571台/日

T'99=11,007台/日

T'99=2,811台/日
T'99=11,749台/日

T'99=3,873台/日

T'99=5,908台/日

T'99=17,892台/日
至 山梨県

至 川上村

至 群馬県

至 佐久市

至 佐久市

２９９

１４１

１４１

至 佐久市

千曲川

幅員が狭く歩道がないうえ、通過車両
が流入するため、沿道は危険と隣り合
わせとなっている



環境との共生
～豪雪地帯の雪を溶かして円滑な交通を確保～

（国）１４８号 白馬村

長野県

・県内は全域で雪寒地域の指定を受け、県土の約半分は積雪地域
・県土の約３割は豪雪地域
・生活基盤を確保するための冬期交通の確保が重要

県土の約半分の積雪地域を抱える長野県では生活基盤を確保するための冬期交通の確保が重要

無散水消雪施設の施工により路面の凍結を防止 除雪作業により通行の支障となる積雪を防止



環境との共生
～廃線となった電鉄の代替えとなるバス路線を整備～

バイパス整備によって前後の改良済み箇所と一体となり、廃線となった長野電鉄の代替
えとなるバス路線としての機能が向上する。

（一）中野飯山線 中野市 東笠原～越

長野県

・現道は人家連担で幅員が狭く、車のすれ違いが困難であり、特に冬場は交通のネックとなっている。
・高社中学校の通学路であるが歩道がなく、危険な状況となっている。
・H14.3に長電木島線が廃線となり、当路線が代替バス路線となったことから、早期改良を住民は望んでいる。

・当箇所の前後は改良済みであり、当該箇所がボトルネックとなっている。

Ｎ

（一
）

中
野

飯山
線

夜
間
瀬
川

（
一
）
壁
田
松
崎
線

（
一
）
壁
田
松
崎
線

北陸新幹線
（
主

）
須

坂
中

野
線

（
主

）
中
野
豊
野
線

（一）中
野小布

施
線

２９２

２９２

１１７

１１７

４０３

（
主
）
飯
山
野
沢
温
泉
線

（
主
）
飯
山
斑
尾
新
井
線

（ 主）
飯
山

妙
高
高

原
線

志
賀
中
野
有
料
道
路

しかごう
あかいわ やなぎさ わ

たがみ

しなの
や
すだ

きじま

いいやま

飯山駅

はちす

飯山線

長野電鉄木島線

中
新井工業団地

し
ん
し
ゅう

な
か
の

千
曲
川

飯 山 市

中 野市

中
央
橋

綱切橋

古牧橋

平成橋

越
橋

（
一
）
中
野
豊
野
線

①若宮 ②東笠原～越 ③ 若宮～赤岩

Ｌ＝１，６５０ｍ Ｌ＝１，０４０ｍ Ｌ＝１，８１０ｍ
至長野

至志賀高原

北信合同庁舎
至上越

（
市
）
若
宮
田
麦
線

Ｌ＝１．３ｋｍ

１

なかのきた
（ H14.

3. 31
廃線）

（
一
）
豊
田
中
野

線

整備済（市）

T'05=6, 977台/日

T'05=5,166台/日

事業期間 H15～H18事業期間 H11～H15

現道最小幅員=3.5(4.5)m

H14.3に長電木島線が廃線となり、当路線が代
替バス路線となった



環境との共生
～信州の自然を楽しむドライブ みちのえき～

雷電くるみのさと

長野県

・県内３８箇所の道の駅（平成２０年４月現在）
・休憩・情報交流・地域連携の機能をもった地域とともにつくる個性豊かなにぎわいの場

『みちのえき』の整備により、地域の情報を得、連携を図り、信州の自然を楽しむことができる

ドライブがてら信州の情報・地域の連携が
楽しめ、より信州が好きになる

現道（長野大町線）における交通量の変化（平成１４年度）

現道（長野大町線）における交通状況

地域との連携機能 休憩機能

情報発信機能

地域の農産物物産コーナー

情報コーナー

大型トイレ広い駐車場と



機能的でうるおいある都市環境の創出

内環状南線(県施工)

松 本 市

薄川

奈
 良
  井
   川

至長野

至塩尻
至甲府至塩尻

至長野至大町

至
高
山

松本城

松本電鉄

J
R
篠
ノ
井
線JR大糸線

至
大
町

158

女
鳥
羽
川

至　上田

鎌田小学校

松

 本

  駅

北

 松

  本

   駅

田
　川

内環状道路
松本
 I C

長
野
自
動
車
道

N

あがた
の森

 19

143

147

松本
市役所

国道１９号(国施工)

内環状北線(県・市施工)

長野県

・松本都心部への一極集中傾向の強い道路形態が要因となり、駅周辺では日常的に道路渋滞が発生。
・中心市街地への交通集中を分散し、安全で円滑な都市内交通を確保するため、環状道路の整備が必要。

▲渋滞状況

４車線で整備が完了した内環状北線

少子高齢社会を迎え、安全で円滑な都市内交通を確保し、誰もが快適で暮らしやすいまちづくりを実現

【整備前】

■ 都市内道路の現状

▲渋滞状況

内環状北線内環状北線

内環状南線内環状南線 国道19号国道19号

▲アルプスへの玄関口として生まれ

円滑な交通の確保!!

【整備後】

松本市 内環状道路

変わった松本駅西口広場（市施工）

国・県・市が連携して進める
都市基盤整備!!

～放射･環状道路の整備～



機能的でうるおいある都市環境の創出 長野県

・長野都心部では、骨格となる幹線街路の不足が要因となり、恒常的な道路渋滞が発生。
・中心市街地へ流入する交通の円滑化図るため、都市の骨格を形成する、放射環状道路の整備が必要。

▲渋滞状況

４車線で整備が
完了した丹波島
村山線東側

都市の骨格を支える道路ネットワークの整備により、都市の活力の向上を実現

【整備前】

■ 都市内道路の現状

▲渋滞状況

丹波島村山線丹波島村山線

高田若槻線(起点)高田若槻線(起点) 高田若槻線(終点)高田若槻線(終点)

円滑な交通の確保

【整備後】

長野市 丹波島村山線・高田若槻線

～放射･環状道路の整備～

中環状道路

善光寺

長野市

至 千曲市

18

406

117

19

日
赤
病
院

長野駅

北長野
駅

至 須坂長野東IC

至 上越

SBC通り

相ノ木通り

北長野通
り

高
田
若
槻
線

至 飯綱町

丹波島村山線

犀

川

裾
花
川

N

都市の活力の向上



機能的でうるおいのある都市環境の創出

仲町通線 茅野市 永明

長野県

・茅野駅周辺は都市基盤の整備が遅れており、中心市街地の活力が低下している。
・駅周辺市街地の活性化を図るため、都市機能の再生が必要。

魅力的なまちなか空間の創出と都市景観の向上

～中心市街地の再生と都市機能の充実～

茅 野 市

152

茅
野
駅

茅野市
民会館

茅野市役所

← 上 川

茅野駅東口土地
区画整理事業

茅野駅西口土地
区画整理事業

仲町通線
L=1,116m W=17m

永明中学校

中
央
自
動
車
道

152

大
年

線
仲

町
通
線

上
川
橋
線

Ｊ
Ｒ

中
央

線

20

20
茅野駅
西口

至 上川橋

至 茅野駅東口

茅野市民館

基盤整備が進む茅野駅東口

基盤整備が遅れている駅西口

上川橋線

仲町通線

茅野駅周辺の区画整
理と合わせた一体的
なまちづくりの推進



機能的でうるおいある都市環境の創出
北長野通り 長野市 吉田

長野県

・吉田地区は、北長野駅を中心に都市機能が集積した長野市東部地域の拠点であり、商業施設・公共
公益施設の立地が促進され、また、土地区画整理事業や市街地再開発事業等により居住環境の整備
も進んでいる。

・北長野通りの当該区間は、通学路になっているにもかかわらず歩道が未整備であり、さらに、長野
電鉄と交差する踏切部はさらに幅員が狭隘なため、通学児童をはじめとする歩行者は常に危険にさ
らされている。

狭隘な踏切部は
都市内交通のネックに!!

少子高齢社会を迎え、都市内の安全な歩行空間を確保し、誰もが快適で暮らしやすいまちづくりを実現

車と歩行者が錯綜!
安全な歩行空間がほしい!!

～危険な踏切の解消～



◆施設計画
・都市内道路ネットワークの強化
・都市計画道路の見直しと戦略的整備
・交通結節点の整備と公共交通機関利
用促進のための駐車場整備

◆ソフト施策
・過度の自動車依存を改善
（ＴＤＭ、モビリティ･マネジメント施策）

・鉄道、バスと自動車、自転車との連携
・高齢者に配慮したモビリティ確保の施策

◆土地利用と都市交通の一体化
・集約型都市構造への転換
・土地利用を見据えた都市交通計画
・中心市街地活性化に資する交通計画

◆松本平の特性を反映した交通計画
・観光資源活用のための交通ネットワーク
・災害時・冬期の円滑な交通の確保

◆自転車の交通環境の構築
・自転車ネットワーク計画の策定
・道路空間の再構築

機能的でうるおいのある都市環境の創出 長野県

・都市の拡大と中心市街地の低密度化や松本市街地における幹線道路の恒常的な渋滞。
・土地利用を見据え、松本平の特性を反映した都市交通計画の策定が必要。

観光資源の活用、公共交通の利用促進など、松本平の特性を反映した道路ネットワークの構築

松本都市圏における交通課題

総合都市交通体系調査の実施

松本都市圏総合都市交通体系調査

●道路と公共交通を
一体的に捉えた交通
ネットワークの構築
●観光資源活用の
ための道路ネットワー
クの構築

～都市内交通ネットワークの再構築～

松本
糸魚
川連
絡道
路

中部縦貫自動車道

■都市の拡大と中心市街地の低密度化

■都市計画道路決定時との社会情勢の変化

■自動車への高い依存度と市街地の渋滞

■災害等緊急時におけるモビリティ確保

①パーソントリップ調査
②将来交通需要予測
③都市交通マスタープラン策定

総合都市交通計画 松本都市圏

再構築に向けた視点

PDCAサイクルに

よる施策の実施

施策の実施



未来を見据えた維持管理
～昭和２年に架けた橋を計画的に架替～

老朽橋を計画的に架け替えることによって橋梁の安全性が向上するとともに、通過交通の円滑化、
歩行者の安全確保に寄与することができる。

（一）塩田仁古田線 上田市 五加

長野県

・ （一）塩田仁古田線の五加橋は、昭和2年に架設された老朽橋であり、近年の自動車の重量化に対応でき
ていないため、損傷が進行し危険な状態となりつつある。

・ 増大する老朽橋に対応するため、適切なメンテナンスを行うとともに、維持が困難と見込まれている橋梁を
計画的に架替えることで、安全な道路施設の維持が必要となっている。

・ 当箇所は通学路に指定されているが、幅員が狭く歩道もないため、橋梁の架替えに併せ、道路の拡幅が求
められている。

現在の五加橋：昭和２年架設
L=22.5m,W=5.5m

老朽橋対策とともに通学児童の安全確保が急務となっている



未来を見据えた維持管理 ～損傷した老朽橋の架替え～

老朽橋を計画的に架け替えることによって橋梁の安全性が向上するとともに、交通の円滑化が図ら
れ、地域間交流の促進、地域の一体化に寄与する。

（主）穂高明科線 安曇野市 常盤橋

長野県

・ （主）穂高明科線は、平成17年10月に合併して誕生した安曇野市の穂高地区と明科地区を結ぶ路線で、
常盤橋は穂高川を渡河する昭和36年に架設された橋梁である。

・ 損傷が進み、過去にも補修を繰り返しているが、橋梁点検によると早急に対策が必要となっている。
・ また市町村合併により、穂高地区と明科地区の地域間交流の促進により交通量は伸びているが、幅員が
狭いため、交流・連携の支障となっている。

穂高川

(
国
)
1
4
7
号

JR
大

糸
線

高瀬川

(一
)有

明
大
町
線

(一
)下

木
戸
有
明
(停

)線
安曇橋

常盤橋

碌山美術館

穂高駅

至 穂高温泉郷

穂高神社

整備区間

L=600m、W=6.0(12.0)m

至 大町

至 松本

H17センサス

7,414台/12ｈ（内大型車1,397台）

H11センサス

5,174台/12ｈ（内大型車513台）

わさび田

安曇野市

穂高総合支所

穂高東中学校穂高西中学校

穂高南小学校

穂高商業高校

橋梁の損傷が進み、過去にも補修を
繰り返している状況



橋梁長寿命化修繕計画に基づく橋梁補修
～老朽化する橋梁の計画的な補修～

計画的な補修をすることで劣化を食い止め、落橋に至らずに済みます

長野県

・ 下平跨線橋の橋台は、ひび割れが進んでいます。
・ 放置すると損傷が拡大し大規模な補修が必要になるとともに、落橋するおそれもあります。
・ 第一次緊急輸送道路にも位置付けされている主要幹線道路であり、落橋に至った場合物流に与える影響

は甚大なものであります。
・ ＪＲ飯田線を跨ぐ橋梁であり、落橋した場合は二次的被害や電車利用者への影響も発生します。
・ 早急な修繕と劣化原因の除去が求められています。

橋台のひびわれ状況
・下平跨線橋の橋台はひび割れが進行
しています。伸縮装置から路面排水が
侵水し、凍結融解を繰り返すことでひ
び割れは拡大していきます。

・伸縮装置を非排水化して水の侵水を
防ぐとともに、橋台表面の断面修復を
行いもとの状態に復元させます。

（国）１５３号 高森町 下平跨線橋

ＪＲ飯田線

（国）１５３号 下平跨線橋

（国）１５３号

中央自動車道



〔修繕例〕床版を補修し長寿命化を図ります

橋梁長寿命化修繕計画に基づく橋梁補修
～急峻な地形にたくさん架かる橋の寿命を延ばす～

・ 早期に対策することで寿命がのびるとともにコスト縮減が図られます。
・ 集中的に投資することで、早期に大量の健全度が回復します。

長野県

・ 長野県が管理する橋梁の高齢化と劣化が進んでいます。
・ 建設後50年を経過する高齢化橋梁は現在15%を占め、10年後には46%に急増します。
・ 損傷がある橋梁は1029橋あり、全体の27%を占めます。
・ 計画的な維持管理が求められています。

桁の損傷 床版の損傷

修繕前 修繕後

床版のひび割れが拡大しないように炭素繊維シートを張ります

・平成２０年６月に「長野県橋梁長寿命化修繕計画」を策定
・損傷が確認された１０２９橋の修繕には３１８億円要する
・今後５箇年、１０箇年、１５箇年に修繕する橋梁に分類済
・この計画に従い修繕を進める
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